
(様式第 10) 

   愛大医総第２７９号  

令和３年１０月１日  

  厚生労働大臣 田村 憲久 殿 

   国立大学法人愛媛大学      

   学長  仁科 弘重  

 

愛媛大学医学部附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和 2 年度の業務に関して報告しま

す。 

 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒790-8577 松山市道後樋又10番13号 

 氏   名  国立大学法人愛媛大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 愛媛大学医学部附属病院 

 

3 所在の場所 

〒791-0295 東温市志津川454   電話(089)964－1111    

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1呼吸器内科         2消化器内科           3循環器内科          4腎臓内科           

  5神経内科           6血液内科             7内分泌内科          8代謝内科           

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科     11リウマチ科 

 診療実績 
 
 
 

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 



 (2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1呼吸器外科           2消化器外科          3乳腺外科           4心臓外科           

  5血管外科             6心臓血管外科        7内分泌外科         8小児外科 

 診療実績 
 
 
 

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   
14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1小児歯科   2矯正歯科  3口腔外科 

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

1 膠原病・リウマチ内科  2 高血圧内科  3 アレルギー内科 4 糖尿病内科  5 老年内科      

6 薬物療法内科 7 総合診療科 8 消化器腫瘍外科 9 食道・胃・大腸外科  10 内視鏡外科 

11 肝胆膵・移植外科 12 乳腺・内分泌外科 13 形成外科  14 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 

15 病理診断科  16 リハビリテーション科 17 臨床検査科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

４０床 ２床 －床 －床 ６０２床 ６４４床 

 

 

 

 



 

 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師      236人 213人 396.6人  看 護 補 助 者           56人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師          8人    10人     15人  理 学 療 法 士           12人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   49人 

 薬 剤 師          44人    0人     44人  作 業 療 法 士             5人 衛生検査技

師 

    0人 

 保 健 師           0人    0人      0人  視 能 訓 練 士             7人 そ の 他           0人 

 助 産 師          14人    0人     14人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師         702人   24人  719.3人  臨 床 工 学 士   18人 医療社会事業従

事者 

   12人 

 准 看 護 師           0人    0人      0人  栄  養  士             0人 その他の技術員           14人 

 歯科衛生士      5人    0人      5人  歯 科 技 工 士            2人 事 務 職 員          146人 

 管理栄養士     10人   2人  11.5 人  診療放射線技師     35人 その他の職員           11人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 ５２人 眼 科 専 門 医 １４人 

外 科 専 門 医 ４３人 耳鼻咽喉科専門医 １５人 

精 神 科 専 門 医 ７人 放射線科専門医 １８人 

小 児 科 専 門 医 ２７人 脳神経外科専門医 １０人 

皮 膚 科 専 門 医 ７人 整形外科専門医 １６人 

泌尿器科専門医 １０人 麻 酔 科 専 門 医 ２０人 

産婦人科専門医 １２人 救 急 科 専 門 医 ９人 

  合 計 ２６０人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 杉山 隆 ） 任命年月日 令和３年４月１日 

 平成２７年４月１日に産婦人科の教授に就任後、診療科長として医療安全管理委員会の委員とな

り、令和３年４月１日に病院長に就任し、病院長に就任後は医療安全管理委員会の委員長を務めて

いる。 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数     ４６９．８人           １４．７

人 

       ４８４．５

人 

 １日当たり平均外来患者数    １，１７２．１ 人       ６０．４

人 

   １，２３２．５

人 

 １日当たり平均調剤数                                                           ８４８．５剤 

必要医師数 １１７．３人  
必要歯科医師数 ４．８６人  
必要薬剤師数 １７人  

必要（准）看護師数 ２８５人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

   431m 2 

 

 

鉄筋コン

クリート 

   病 床 数   22 床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積  294 m 2      病床数 15 床 

［移動式の場合］ 台 数    台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積 20  m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室   302 m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）全自動蛍光抗体法分析装置 
       全自動化学発光免疫測定装置 

細菌検査室   266 m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）微生物感受性分析装置 
       リアルタイム濁度測定装置 

病理検査室   175 m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）液状化検体細胞診標本作製装置 
       IHC/ISH自動染色措置 

病理解剖室   399 m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）剖検台、局所廃棄装置 

研 究 室   314 m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）パソコン、プリンター、顕微鏡 

講 義 室 734 m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数     １８室  収容定員        ６６０ 人 

図 書 室    99 m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      １室  蔵 書 数    1,456冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 ９９．９％ 逆 紹 介 率 ６０．８ ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                １２，１７４ 
人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                ７，７８９

人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の

数 

                                  ６２２人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                 １２，８０５

人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

菅 政治 愛媛県立中央

病院 

 

○ 

医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 １ 

大熊 伸定 弁護士法人松

山中央弁護士

事務所 

 法律に関する識

見を有する者 

有・無 １ 

河野 和博 愛媛県難病等

患者団体連絡

協議会／愛媛

県腎臓病患者

連絡協議会 

 医療を受ける者 有・無 ２ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

愛媛大学ホームページの情報公開のページ内に，「附属病院における医療安全管理について」

という事項を設け，監査委員会規程及び委員会名簿（選定理由を含む）を公表している。 

 

 

 

 
 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

37人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

細菌又は真菌に起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

流産検体を用いた染色体検査

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

インターフェロンα皮下投与及びジドブシン経口投与の併用療法
成人T細胞白血病リンパ腫（症候を有するくすぶり型又は予後不良因子を有さない慢性型のものに限る。）

S-1内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法
膵臓がん（遠隔転移しておらず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

該 当 な し

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 4 56 ベーチェット病 69
2 筋萎縮性側索硬化症 14 57 特発性拡張型心筋症 32
3 脊髄性筋萎縮症 6 58 肥大型心筋症 23
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 1
5 進行性核上性麻痺 6 60 再生不良性貧血 15
6 パーキンソン病 149 61 自己免疫性溶血性貧血 42
7 大脳皮質基底核変性症 5 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2
8 ハンチントン病 1 63 特発性血小板減少性紫斑病 33
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 2
10 シャルコー・マリー・トゥース病 1 65 原発性免疫不全症候群 7
11 重症筋無力症 78 66 IgＡ 腎症 15
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 21
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 91 68 黄色靱帯骨化症 17

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
20 69 後縦靱帯骨化症 63

15 封入体筋炎 3 70 広範脊柱管狭窄症 4
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 79
17 多系統萎縮症 13 72 下垂体性ADH分泌異常症 16
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 39 73 下垂体性TSH分泌亢進症 2
19 ライソゾーム病 4 74 下垂体性PRL分泌亢進症 3
20 副腎白質ジストロフィー 1 75 クッシング病 2
21 ミトコンドリア病 10 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 31 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 19
23 プリオン病 2 78 下垂体前葉機能低下症 25
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 2 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 2
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 39 83 アジソン病 1
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 48
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 71
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 10
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 4
34 神経線維腫症 14 89 リンパ脈管筋腫症 4
35 天疱瘡 24 90 網膜色素変性症 23
36 表皮水疱症 1 91 バッド・キアリ症候群 3
37 膿疱性乾癬（汎発型） 3 92 特発性門脈圧亢進症 0
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 93 原発性胆汁性肝硬変 54
39 中毒性表皮壊死症 1 94 原発性硬化性胆管炎 4
40 高安動脈炎 20 95 自己免疫性肝炎 0
41 巨細胞性動脈炎 8 96 クローン病 58
42 結節性多発動脈炎 12 97 潰瘍性大腸炎 110
43 顕微鏡的多発血管炎 54 98 好酸球性消化管疾患 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 30 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 32 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 2 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 1 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 222 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 86 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 83 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 54 107 全身型若年性特発性関節炎 3
53 シェーグレン症候群 73 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 27 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 11 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 17
113 筋ジストロフィー 8 163 特発性後天性全身性無汗症 2
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 36 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
117 脊髄空洞症 1 167 マルファン症候群 0
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 1
119 アイザックス症候群 1 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 6
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 1

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 3 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 1
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 0 208 修正大血管転位症 2
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 2
160 先天性魚鱗癬 0 210 単心室症 1



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 1 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 12 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 3 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 18 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 1 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 1 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 1
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 30 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 1 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 12 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 271 強直性脊椎炎 8
224 紫斑病性腎炎 0 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 0 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 3 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 1
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 1 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 5

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 2 283 後天性赤芽球癆 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 4 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性出血病XIII 1
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 1 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 2
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 10
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 1
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 1
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 1

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 46



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

308 進行性白質脳症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
310 先天異常症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

0

316 カルニチン回路異常症 5 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 0 329 無虹彩症 0
318 シトリン欠損症 0 330 先天性気管狭窄症 0

331 特発性多中心性キャッスルマン病 5
332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・

　・

　・

　・

ハイリスク妊娠管理加算 　・

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

感染防止対策地域連携加算

抗菌薬適正使用支援加算

患者サポート体制充実加算

小児入院医療管理料2

小児入院医療管理料2　プレイルーム加算

　・

　・

　・

　・

緩和ケア診療加算

精神科身体合併症管理加算

特定集中治療室管理料4　小児加算

特定集中治療室管理料4　早期離床・リハビリテーション加算

脳卒中ケアユニット入院医療管理料

新生児特定集中治療室管理料1

新生児治療回復室入院医療管理料

一類感染症患者入院医療管理料

ハイリスク分娩管理加算

後発医薬品使用体制加算1

病棟薬剤業務実施加算1

病棟薬剤業務実施加算2

データ提出加算2

入退院支援加算1

入院時支援加算

精神疾患診療体制加算

特定集中治療室管理料4

栄養サポートチーム加算

医療安全対策加算1

感染防止対策加算1

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

無菌治療室管理加算1

無菌治療室管理加算2

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算2

医師事務作業補助体制加算1(20対1）

急性期看護補助体制加算25対1（看護補助者5割以上）

看護職員夜間配置加算（12対1（1））

看護補助加算2

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算

歯科診療特別対応連携加算

特定機能病院入院基本料　一般病棟　7対1

特定機能病院入院基本料　精神病棟　13対１

救急医療管理加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に掲げる遠隔モニ
タリング加算

補聴器適合検査

歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算及び歯
科治療時医療管理料

ヘッドアップティルト試験

医療機器安全管理料(歯科) 長期継続頭蓋内脳波検査

在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・
指導料の注２

神経学的検査

薬剤管理指導料 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

医療機器安全管理料2 時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

医療機器安全管理料1 胎児心エコー法

がん治療連携計画策定料 国際標準検査管理加算

ハイリスク妊産婦連携指導料１ 遺伝性腫瘍カウンセリング加算

肝炎インターフェロン治療計画料 遺伝カウンセリング加算

婦人科特定疾患治療管理料 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算 検体検査管理加算(Ⅳ)

ニコチン依存症管理料 検体検査管理加算(Ⅰ)

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後の場合） 先天性代謝異常症検査

小児運動器疾患指導管理料 HPV核酸検出及びHPV核酸検出(簡易ｼﾞｪﾉﾀｲﾌﾟ判定)

糖尿病透析予防指導管理料
抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特異
性同定検査）

がん患者指導管理料ニ BRCA1／2遺伝子検査（血液を検体とするもの）

移植後患者指導管理料（臓器移植後の場合） 角膜ジストロフィー遺伝子検査

外来緩和ケア管理料 がんゲノムプロファイリング検査

がん性疼痛緩和指導管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

がん患者指導管理料イ 遺伝学的検査

がん患者指導管理料ハ BRCA1／2遺伝子検査（腫瘍細胞を検体とするもの）

がん患者指導管理料ロ 骨髄微小残存病変量測定

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

外来栄養食事指導料の注２ 在宅植込型補助人工心臓(非拍動流型)指導管理料

心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタリ
ング加算

在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

糖尿病合併症管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

運動器リハビリテーション料(Ⅰ) 原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

運動器リハビリテーション料(Ⅰ)　初期加算 頭蓋骨形成手術(骨移動を伴うものに限る｡)

呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)
脳刺激装置植込術(頭蓋内電極植込術を含む)及び脳刺激装
置交換術

心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)　初期加算 骨移植術(軟骨移植術を含む)(自家培養軟骨移植術に限る)

脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ) 後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)　初期加算 椎間板内酵素注入療法

連携充実加算 皮膚悪性腫瘍切除術におけるセンチネルリンパ節加算

無菌製剤処理料 組織拡張器による再建手術(乳房(再建手術)の場合)

心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)
四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に掲
げる処理骨再建加算

全身MRI撮影加算 加圧根管充填処置３根管以上に係る手術用顕微鏡加算

抗悪性腫瘍剤処方管理加算 CAD/CAM冠

外来化学療法加算1 歯科技工加算

心臓MRI撮影加算 導入期加算１（人工腎臓）

乳房MRI撮影加算 人工膵臓療法

頭部MRI撮影加算 歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）

ポジトロン断層撮影及びポジトロン断層･コンピュータ断層複
合撮影

硬膜外自家血注入

CT撮影及びMRI撮影 エタノールの局所注入(甲状腺)

冠動脈CT撮影加算 エタノールの局所注入(副甲状腺)

CT透視下気管支鏡検査加算 認知療法･認知行動療法1

画像診断管理加算3
抗精神病特定薬剤治療指導管理料(治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る｡)

遠隔画像診断 医療保護入院等診療料

コンタクトレンズ検査料1 リンパ浮腫複合的治療料

小児食物アレルギー負荷検査 歯科口腔リハビリテーション料2

内服･点滴誘発試験 精神科作業療法

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

全視野精密網膜電図 呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)　初期加算

ロービジョン検査判断料 がん患者リハビリテーション料

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

乳がんセンチネルリンパ節加算1
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極
の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換
術（心筋電極の場合）

乳がんセンチネルリンパ節加算2
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（経静脈電極の場合）

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術(乳房切除後) 大動脈バルーンパンピング法(IABP法)

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨形
成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

内視鏡下甲状腺部分切除､腺腫摘出術､内視鏡下ﾊﾞｾﾄﾞｳ甲
状腺全摘(亜全摘)術(両葉)､内視鏡下副甲状腺(上皮小体)腺
腫過形成手術

植込型除細動器移植術(心筋リードを用いるもの)及び植込型
除細動器交換術(心筋リードを用いるもの)

内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術
植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下
植込型リードを用いるもの）及び植込型除細動器交換術（その
他のもの）

鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る｡)(歯科診療以外の診
療に係るものに限る｡)､下顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限
る｡)(歯科診療以外の診療に係るものに限る｡)

両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

人工内耳植込術､植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導
補聴器交換術及び人工内耳用材料

経カテーテル大動脈弁置換術

内視鏡下鼻･副鼻腔手術Ⅴ型(拡大副鼻腔手術) 胸腔鏡下弁置換術

鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。） 経皮的中隔心筋焼灼術

網膜再建術 経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

人工中耳植込術 胸腔鏡下弁形成術

人工内耳植込術､植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導
補聴器交換術

胸腔鏡下弁形成術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

緑内障手術(緑内障治療用インプラント挿入術(プレートのある
もの))

緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

内視鏡下筋層切開術

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、
十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡に
よるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸
瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によ
るもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

治療的角膜切除術(エキシマレーザーによるもの(角膜ジストロ
フィー又は帯状角膜変性に係るものに限る｡)

胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は１肺
葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

角膜移植術（内皮移植加算）
肺悪性腫瘍手術(壁側･臓側胸膜全切除(横隔膜､心膜合併切
除を伴うもの)

羊膜移植術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術（過
活動膀胱）

胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用いる
もの)

放射線治療専任加算

腹腔鏡下腎盂形成術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 外来放射線治療加算

同種死体腎移植術 高エネルギー放射線治療

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 広範囲顎骨支持型装置埋入手術

腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

麻酔管理料(Ⅰ)

腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） 麻酔管理料(Ⅱ)

同種死体肝移植術 人工肛門･人工膀胱造設術前処置加算

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術
歯根端切除手術（１歯につき）（歯科用３次元エックス線断層
撮影装置及び手術用顕微鏡を用いた場合）

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 歯周組織再生誘導手術

胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除(葉以上)
を伴うものに限る｡)

医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出
術）

腹腔鏡下肝切除術 輸血管理料Ⅰ

生体部分肝移植術 コーディネート体制充実加算

腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 胎児胸腔・羊水腔シャント術

胃瘻造設術(経皮的内視鏡下胃瘻造設術､腹腔鏡下胃瘻造
設術を含む｡)

胎児輸血術

バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術
医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）
腹腔鏡下腟式子宮全摘術(内視鏡手術用支援機器を用いる
場合)

腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る）

腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの） 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る）

内視鏡下下肢静脈瘤不全穿通枝切離術
腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用
いるもの)

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 腹腔鏡下仙骨膣固定術

腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）
腹腔鏡下仙骨膣固定術(内視鏡手術用支援機器を用いる場
合)

小児補助人工心臓 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

植込型補助人工心臓(非拍動流型)
腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

経皮的下肢動脈形成術 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）（小児を
対象とする場合）

生体腎移植術

補助人工心臓 膀胱水圧拡張術

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

顎口腔機能診断料

クラウン・ブリッジ維持管理料

悪性腫瘍病理組織標本加算

歯科矯正診断料

口腔病理診断管理加算

保険医療機関間の連携による病理診断

病理診断管理加算

デジタル病理画像による病理診断

画像誘導放射線治療加算

直線加速器による放射線治療

定位放射線治療呼吸性移動対策加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

1回線量増加加算

強度変調放射線治療(IMRT)

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

４８回

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　１６例　　　／　　剖検率　１１%

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・マルチプレックス遺伝子パネル検査 　・

　・急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用
した定量的PCR法による骨髄微小残存病変（MRD）量の
測定

　・腹腔鏡下広汎子宮全摘術

　・前眼部三次元画像解析

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

5,460,000 補 ○

委

4,030,000 補 ○

委

5,460,000 補 ○

委

5,850,000 補 ○

委

4,940,000 補 ○

委

5,850,000 補 ○

委

7,150,000 補 ○

委

4,940,000 補 ○

委

7,800,000 補 ○

委

6,630,000 補 ○

委 小計10件

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

増本　純也自己炎症疾患の発作の周
期性や炎症の多様性を規
定する責任分子調節分子
群の包括的同定

プロテオサイエンスセ
ンター

山下　政克 医学系研究科グルタミンによるT細胞シ
グナル伝達と分化の統合
的制御機構の解明

北澤　荘平 医学系研究科エピジェネティクス変化と
包括的転写ネットワーク解
析による骨疾患の病態解
明

岡　靖哲 医学部附属病院
睡眠教育プログラムの教
育現場における実証研究

今井　祐記加齢によるサルコペニア疾
患病態理解のためのエピ
ゲノム制御機構解明

プロテオサイエンスセ
ンター

泉谷　裕則 医学系研究科大動脈弁石灰化における
骨芽細胞分化マスターレ
ギュレーターの同定と機能
阻害剤の開発

石野　智子スポロゾイトの分泌タンパ
ク質輸送メカニズムにおけ
るRAMAの作用機序の解
明

プロテオサイエンスセ
ンター

竹中　克斗 医学系研究科新規患者組織移植モデル
を用いた全般的疾患モデ
ル構築による腫瘍幹細胞
純化と創薬支援

日本学術
振興会

新規リビトールリン酸糖鎖
の修飾機序の解明と生理
活性の治療応用

日本学術
振興会

上野　修一 医学系研究科一酸化窒素系を介した精
神障害の発症機序を遺伝
学的に解析する集団ベー
ス研究

日本学術
振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

金川　基 医学系研究科

（様式第3）



9,490,000 補 ○

委

2,470,000 補 ○

委

3,770,000 補 ○

委

3,120,000 補 ○

委

450,000 補 ○

委

480,000 補 ○

委

480,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

2,600,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

2,340,000 補 ○

委 小計12件

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

佐伯　法学 学術支援センター滑膜細胞のエピゲノム調
節による炎症性サイトカイ
ン発現制御機構の解明

原口　竜摩 医学系研究科成長板を発生起点とする
骨髄造血ニッチ形成メカ
ニズムの解析

劉　爽 医学系研究科関節組織再生における関
節リウマチ治療薬の薬理
効果プロファイリング

東山　繁樹疾患特異的タンパク質の
分解誘導システムの開発・
応用

プロテオサイエンスセ
ンター

前川　大志エンドソーム局在型ユビキ
チンE3リガーゼによる血管
新生制御の分子機構

プロテオサイエンスセ
ンター

津田　照子 医学系研究科
表皮幹細胞オルガノイドの
長期培養への試み

日本学術
振興会

金子　直恵 医学系研究科
NLRP3インフラマソームの
新規制御機構の解明

日本学術
振興会

芳野　歩美 医学部附属病院自閉スペクトラム症児にお
ける動的家族画・動的学
校画特徴の検討

齋藤　卓 医学系研究科脊椎動物の全胚全細胞ラ
イブ追跡と再構成による骨
格形成多様性の解明

山下　政克 医学系研究科代謝ーエピゲノムのクロス
トークによる慢性アレル
ギー炎症細胞社会の形成

武森　信暁 学術支援センター分子夾雑環境におけるプ
ロテオフォーム動態のトッ
プダウンプロテオミクス解
析

中城　公一 医学系研究科
遺伝子異常に基づいた口
腔扁平上皮癌制御戦略



2,340,000 補 ○

委

2,210,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

910,000 補 ○

委

910,000 補 ○

委

2,470,000 補 ○

委

1,820,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,820,000 補 ○

委

2,080,000 補 ○

委 小計12件

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

尾崎　優樹 医学系研究科TREM2遺伝子のエピジェ
ネティクス変化による精神
神経疾患のバイオマー
カー同定

日本学術
振興会

伊賀　淳一 医学系研究科老年期うつ病とアルツハイ
マー型認知症の鑑別を目
指した血液バイオマー
カー研究

日本学術
振興会

森　秀樹 医学系研究科皮膚常在菌及びHMGB1
A-BOXによる難治性皮膚
潰瘍に対する新規治療法
の開発

日本学術
振興会

雑賀　隆史 医学系研究科前立腺癌の骨転移分子メ
カニズム解明に基く革新
的治療/予防法の探索

日本学術
振興会

三浦　徳宣 医学部附属病院前立腺癌におけるCUL3
型ユビキチンリガーゼによ
るPSMAの蛋白発現制御
機構解析

日本学術
振興会

徳善　紀彦 医学部附属病院口腔扁平上皮癌における
転移関連 microRNA の探
索

岡田　昌浩 医学部附属病院
慢性内耳虚血の病態解明
および治療法開発

阿部　康範 医学部附属病院
真珠腫の術中蛍光診断の
開発に課する研究

桑原　誠 医学系研究科Bach2-IL-7経路による
Tpath2分化とアレルギー
性気道炎症制御の解明

越智　博文 医学系研究科Toll様受容体を標的とした
制御性B細胞誘導による
多発性硬化症の新規治療
法の開発

酒井　大史統合的解析を駆使したア
ンドロゲンによる骨格筋制
御メカニズムの解明

プロテオサイエンスセ
ンター

池戸　葵エストロゲン欠乏による骨
折治癒遷延の分子メカニ
ズム解明と治癒促進法の
開発

プロテオサイエンスセ
ンター



520,000 補 ○

委

1,690,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

780,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

780,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

910,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委 小計12件

日本学術
振興会

医学系研究科二分脊椎運動障害の内科
的治療法の確立ープロサ
ポシン由来ペプチドの臨
床応用ー

カーン　モハメド
シャキル

朱　鵬翔 医学系研究科軽度外傷性脳損傷におけ
るインフラマソームを介し
た自然炎症の関与

日本学術
振興会

林　康人 医学部角膜実質再生を目指した
骨髄線維芽細胞移植のバ
イオイメージング解析

日本学術
振興会

手束　真理 医学部附属病院ユビキチンE3リガーゼ複
合体を標的とした乳児血
管腫の新規治療薬の探索

日本学術
振興会

赤松　公子 医学系研究科しびれ評価のためのアセ
スメントツール開発に向け
た基礎的研究

日本学術
振興会

日浅　陽一 医学系研究科慢性肝障害および肝発
癌、進展におけるERストレ
ス、PERKの役割

日本学術
振興会

阿部　雅則 医学系研究科脂肪性肝疾患の肝線維化
におけるB細胞活性化因
子の役割

日本学術
振興会

廣岡　昌史 医学部附属病院肝がん治療支援システム
の開発と遠隔診療体制の
確立

日本学術
振興会

羽藤　高明 医学部附属病院血小板減少症/血栓性素
因におけるＧ蛋白質共役
型受容体GPR25の関与と
機能の検討

日本学術
振興会

越智　俊元 医学系研究科新たな抗体改変技術を利
用したがんに対する革新
的免疫療法の開発研究

日本学術
振興会

清松　悠 医学部附属病院無染色イメージング技術を
基盤とする軟骨変性疾患
の病態解析と臨床応用展
開

日本学術
振興会

古賀　繁宏 医学部附属病院ラマン分光法によるがん転
移モデルの動態解析と診
断・治療への応用

日本学術
振興会



1,560,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,950,000 補 ○

委

650,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委 小計12件

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

鈴木　淳平 医学系研究科Rabによるオートファジーを
介したアレルギー性気道
炎症の慢性化機序の解明

日本学術
振興会

大森　深雪 医学系研究科慢性皮膚炎症に伴う細胞
老化における代謝とエピ
ゲノム変化の役割

岡田　陽子 医学部附属病院血管超音波を用いた神経
疾患の血管内皮機能に関
する解析

伊賀瀬　道也 医学系研究科MCIscreenおよびSAFを用
いた軽度認知障害早期診
断の有用性の検討

川本　龍一 医学系研究科地域医療実習での地域診
断手法の導入による地域
志向性の滋養に関する研
究

馬場　みなみマラリア原虫スポロゾイトの
哺乳類への伝搬における
RON4の作用機序の解明

プロテオサイエンスセ
ンター

カレトン　リチャードIdentifying malaria vaccine
candidate antigens using
genetic linkage analyses

プロテオサイエンスセ
ンター

小原　幸弘 医学系研究科マクロファージが産生する
Emilin2の骨代謝における
機能解明と臨床応用の可
能性

北澤　理子 医学部附属病院老人性骨粗鬆症の病態解
析：加齢モデルにおける
破骨細胞分化因子発現制
御

鈴木　康之 医学部革新的受容体合成技術を
利用した新規核酸医薬品
（アナフィラキシー予防薬）
の開発

矢野　元 医学系研究科頭頸部扁平上皮がんのリ
ンパ節転移に対する集学
的抗転移治療の開発

松田　正司 医学系研究科二分脊椎異常回路の二光
子顕微鏡による立体的解
析



1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,040,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

2,990,000 補 ○

委

2,080,000 補 ○

委

650,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

910,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委 小計12件

武森　信暁 学術支援センター構造プロテオミクスのため
の高効率ゲル内タンパク
質回収法の開発

日本学術
振興会

藤野　貴広 学術支援センター散発性アルツハイマー病
解明に向けた脳における
アポE含有リポタンパク代
謝経路の解析

日本学術
振興会

亀田　健治 学術支援センター
三次元培養皮膚における
エクリン汗腺の再現

日本学術
振興会

高木　太郎 医学部附属病院PRP-hydrogelを用いた虚
血性難聴に対する新たな
治療法の開発

日本学術
振興会

勢井　洋史 医学部附属病院サルコペニア嚥下障害の
メカニズム解明と筋萎縮予
防薬の有効性の検討

日本学術
振興会

木谷　卓史 医学部附属病院頭頸部扁平上皮癌浸潤・
転移におけるNHE1に関
する検討

日本学術
振興会

木村　拓也 医学部附属病院顔面神経麻痺モデルにお
けるIGF-1鼓室内投与の
検討

日本学術
振興会

永井　彩子 医学部附属病院培養脂腺細胞の分泌膜小
胞セボゾームの生成と周
辺細胞への脂質供給機構

日本学術
振興会

熊木　天児 医学部附属病院膵癌早期診断を目指した
高危険度因子の同定およ
び進行膵癌化学療法適応
基準の提唱

日本学術
振興会

杉山　隆 医学系研究科臓器間ネットワークの視点
よりみた妊娠時インスリン
抵抗性の病態生理学的検
討

日本学術
振興会

松原　圭一 医学系研究科妊娠高血圧症候群の病態
形成に対するトロホブラス
ト由来exosomeの関与

日本学術
振興会

松岡　祐子 医学部附属病院
老化T細胞除去による抗
腫瘍活性増強法の開発

日本学術
振興会



390,000 補 ○

委

780,000 補 ○

委

1,690,000 補 ○

委

910,000 補 ○

委

1,950,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,690,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委 小計12件

杉本　龍士郎 医学部附属病院ユビキチンリガーゼを標的
とした肺虚血再灌流障害
制御法の開発と臨床応用

日本学術
振興会

坂上　倫久 医学系研究科新規CUL3複合体による血
管新生ブレーキ解除機構
の解明

日本学術
振興会

川村　良一 医学系研究科2型糖尿病原因遺伝子レ
ジスチンを標的とした遺伝
子環境因子相互作用メカ
ニズムの解明

日本学術
振興会

松本　紘典 医学系研究科敗血症における免疫不全
の原因は制御性B細胞
か？: PD-L1発現との関
連

日本学術
振興会

菊池　聡 医学系研究科骨格筋内AMP活性化酵素
は敗血症予後と関連する
か

日本学術
振興会

川上　大志 医学部附属病院費用対効果分析による本
邦の心房細動治療の検証
と至適治療戦略の構築

日本学術
振興会

濱口　美香 医学部附属病院大動脈弁狭窄症における
石灰化関連因子の機能解
析

日本学術
振興会

高橋　佳世 医学部附属病院睡眠障害を来した心不全
におけるメラトニン誘導性
オートファジーの機能解明

日本学術
振興会

青野　潤 医学部附属病院ヒト臨床検体を用いた大動
脈弁狭窄症の分子機序・
血中病態予測マーカーの
探索

日本学術
振興会

合田　啓之 医学部附属病院リンパ節転移診断遺伝子
アルゴリズムの構築による
口腔癌リンパ節転移予測
の確立

日本学術
振興会

中村　壮志 医学部附属病院3D遅延造影MRIにおける
Compressed Sensingの有
用性検討

日本学術
振興会

田邊　裕貴 医学部附属病院心筋虚血評価に最適な低
侵襲心筋CT perfusion検
査の開発と臨床応用

日本学術
振興会



1,040,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

1,690,000 補 ○

委

2,600,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委 小計12件

三宅　映己 医学部附属病院コレステロール摂取が非ア
ルコール性脂肪肝の進展
と発癌に及ぼす影響とそ
の機序の解明

日本学術
振興会

西原　佑 医学部附属病院一酸化炭素中毒後遅発性
脳症に対する神経栄養因
子の投与による治療効果
の検討

日本学術
振興会

末盛　浩一郎 医学部附属病院我が国における重症熱性
血小板減少症候群の臨床
的特徴と病態の解析

日本学術
振興会

山之内　純 医学部附属病院GPR25遺伝子による血小
板減少性血栓性素因を呈
する疾患病態の解明

日本学術
振興会

渡部　祐司 医学系研究科大腸がん特異的タンパク
質代謝マーカーの探索・
同定と臨床応用

日本学術
振興会

吉野　祐太 医学部附属病院妊娠期の抗精神病薬暴露
が出生後の仔マウスへ与
える影響

日本学術
振興会

松本　麻由 医学部附属病院悪性黒色腫のAutophagy
におけるHMGB1の役割の
解析

日本学術
振興会

難波　千佳 医学部附属病院
創傷治癒におけるヒアルロ
ン酸の役割の解明

日本学術
振興会

中岡　啓喜 医学部附属病院ユビキチンE3複合体を標
的とした血管奇形の新規
治療戦略の創出

日本学術
振興会

武藤　潤 医学部附属病院乾癬の炎症におけるグリコ
サミノグリカンの役割の解
明と新規治療法の開発

日本学術
振興会

齋藤　卓 医学系研究科生体イメージングと数理を
融合した表現型解析に基
づく遺伝疾患解明へのア
プローチ

日本学術
振興会

渡辺　隆太 医学部附属病院前立腺癌原因遺伝子
ETV1のタンパク質分解機
構解析と前立腺癌治療へ
の応用

日本学術
振興会



1,950,000 補 ○

委

780,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

260,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

780,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

910,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委 小計12件

時信　亜希子 医学系研究科衛生仮説に資する周産期
の環境要因曝露とアレル
ギー疾患の関連に関する
コーホート研究

日本学術
振興会

加門　正義 医学系研究科I型筋強直性ジストロフィー
疾患iPS細胞を用いたリ
ピート伸長メカニズムの解
明

日本学術
振興会

阪中　雅広 医学部軽度外傷性脳損傷に対す
るジンセノサイドRb1と誘導
体の治療効果に関する研
究

日本学術
振興会

井上　明宏 医学部附属病院膠芽腫幹細胞が眠る
Invasion nicheの機能解析
と幹細胞破綻環境の探索

日本学術
振興会

坂根　由梨 医学部眼表面摩擦係数測定機の
開発と眼表面疾患診断に
おける有用性の検討

日本学術
振興会

江口　真理子 医学系研究科小児白血病の発症プロセ
スに基づく発症・再発予防
法開発への基礎研究

日本学術
振興会

野本　美佳 医学系研究科小児１型糖尿病患者と家
族の成人型医療への円滑
な移行を促進するガイドラ
インの開発

日本学術
振興会

薬師神　裕子 医学系研究科フラッシュグルコースモニ
タリングシステムを活用し
た小児糖尿病患者への自
己管理支援

日本学術
振興会

佐伯　由香 医学系研究科皮膚バリア機能と皮膚知
覚との関係から考える効
果的なスキンケアの検討

日本学術
振興会

陶山　啓子 医学系研究科高齢者の潜在する排泄機
能に気づく経験を活用し
た看護・介護職教育プログ
ラムの開発

日本学術
振興会

山内　栄子 医学系研究科喉頭全摘術を受けるがん
患者とパートナーの首尾
一貫感覚を高める看護実
践モデルの開発

日本学術
振興会

中村　由子 医学部附属病院非アルコール性脂肪性肝
疾患を背景とする肝発癌
におけるB細胞活性化因
子の役割

日本学術
振興会



3,120,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

2,210,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,690,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

7,280,000 補 ○

委

520,000 補 ○

委

1,690,000 補 ○

委

4,420,000 補 ○

委 小計12件

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

山田　啓之 医学系研究科神経栄養因子を用いた顔
面神経再生治療における
病的共同運動の検討

大八木　保政 医学系研究科アルツハイマー病のインス
リンシグナリング障害およ
びAβの分子病態と治療

菊池　明日香 医学部附属病院医学生の地域志向性、総
合医診療への興味を滋養
する医学教育、地域実習
法の検討

石野　智子三日熱マラリア伝搬阻止
効果のある患者血漿を用
いた新規ワクチン候補抗
原の探索

プロテオサイエンスセ
ンター

柳原　裕太 学術支援センターエピゲノムを標的とした骨
粗鬆症に対する新規治療
標的分子の探索

日本学術
振興会

外山　研介 医学系研究科血中エクソソーム
microRNAに着目した認知
症の予測・診断法の開発

日本学術
振興会

満田　憲昭 医学系研究科幹細胞から成熟赤血球製
造効率の向上に向けた赤
芽球脱核現象の制御研究

日本学術
振興会

西山　加那子 医学部附属病院CUL3型ユビキチンE3複
合体による新規増殖シグ
ナル制御の解明と乳癌治
療への応用

日本学術
振興会

村上　朱里 医学部附属病院細胞膜形態制御機構を標
的とした新規HER2陽性乳
癌治療薬の導出

日本学術
振興会

山下　美智子 医学部附属病院ビックデータ解析を応用し
た乳腺化生癌に対する新
規治療標的分子の同定

日本学術
振興会

小川　晃平 医学系研究科
肝移植後虚血性胆管障害
に対する治療戦略

日本学術
振興会

田中　潤也 医学系研究科ミクログリアによるシナプス
貪食と異性間コミュニケー
ション行動

日本学術
振興会



1,170,000 補 ○

委

2,860,000 補 ○

委

1,690,000 補 ○

委

2,210,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

2,080,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,820,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

2,470,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委 小計12件

日本学術
振興会

日本学術
振興会

大澤　春彦 医学系研究科レジスチン遺伝子発現制
御機構におけるプロモー
ターSNP配列特異的効果
の統合的解明

日本学術
振興会

高田　康徳 医学系研究科オンライン診療をふまえた
超高感度ELISAによる在
宅採取サンプルを用いた
臨床検査

日本学術
振興会

赤澤　祐介 医学部附属病院数値流体力学を用いた解
剖学的情報による大血管
血流動態の解析

日本学術
振興会

井上　勝次 医学系研究科左室駆出分画の保たれた
心不全における簡便な運
動処方と左房機能改善効
果の検討

日本学術
振興会

山口　修 医学系研究科
リソソーム機能異常による
心不全発症機構の解明

日本学術
振興会

東　晴彦 医学部附属病院micro-RNAに着目したが
ん関連血栓症の病態解明
と先制医療への展開

日本学術
振興会

栗林　伸行 医学系研究科CXCR4システムと癌関連
線維芽細胞を標的とした
口腔癌に対する集学的治
療法の開発

日本学術
振興会

宮川　正男 医学部附属病院デジタルPET/CTによる冠
動脈プラークおよび血管
周囲脂肪組織の炎症イ
メージング

日本学術
振興会

城戸　輝仁 医学系研究科超多列化CTを駆使した低
侵襲・低被曝心筋血流定
量評価法の開発と応用

日本学術
振興会

倉田　聖 医学部附属病院CT/SPECT 融合画像に
おける冠動脈狭窄枝支配
領域の心筋血流製剤の定
量評価

日本学術
振興会

三谷　壮平 医学系研究科頭頸部外科手術における
次世代シミュレーショント
レーニングの開発

羽藤　直人 医学系研究科徐放化栄養因子の経鼓膜
的鼓室内投与による高度
顔面神経麻痺新規治療法
の開発



1,300,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

650,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,820,000 補 ○

委

1,040,000 補 ○

委

910,000 補 ○

委

3,770,000 補 ○

委

1,690,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委 小計12件

越智　紳一郎 医学系研究科
間歇型一酸化炭素中毒の
病態解明及び治療の究明

日本学術
振興会

眞田　紗代子 医学部附属病院動静脈奇形で高発現する
SNX9の分解促進剤の開
発

日本学術
振興会

戸澤　麻美 医学部附属病院HMGB1およびLL37含有
軟膏による糖尿病性足病
変（潰瘍）に対する治療薬
の開発

日本学術
振興会

村上　正基 医学系研究科掌蹠膿疱症の発症メカニ
ズム：初期水疱形成環境
の三次元微細構造解析と
実験モデル作成

日本学術
振興会

宇都宮　亮 医学系研究科三次元培養皮膚を用いた
乾燥状態皮膚モデルの作
成

日本学術
振興会

白石　研 医学部附属病院非平衡大気圧プラズマ
（冷たいプラズマ）を用い
たメラノーマに対する新規
治療法の開発

日本学術
振興会

泉谷　裕則 医学系研究科大動脈弁における異所性
骨芽細胞分化を司る新規
脂質代謝シグナルネット
ワークの解析

日本学術
振興会

佐野　由文 医学系研究科肺癌における新規PD-L1
発現調節機構とその免疫
回避としての役割の解明

日本学術
振興会

黒部　裕嗣 医学系研究科生体吸収性素材を用いた
経カテーテル心房中隔閉
鎖術の移植後組織再生に
関する検討

日本学術
振興会

打田　俊司 医学部附属病院先天性心臓手術における
生体親和性ナノ複合代用
心膜による心膜再生素材
と治療法の開発

日本学術
振興会

高門　美沙季 医学部附属病院病態に基づく選択的SNP
を標的としたインスリン抵
抗性疾患個別化予防法の
確立

日本学術
振興会

池田　陽介 医学部附属病院インスリン抵抗性惹起因子
レジスチンを高発現する新
たな単球サブタイプの統
合的解明

日本学術
振興会



1,690,000 補 ○

委

1,040,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

390,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,950,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

1,820,000 補 ○

委

1,560,000 補 ○

委

1,300,000 補 ○

委

520,000 補 ○

委 小計12件

小岡　亜希子 医学系研究科療養病床における経管栄
養を受ける高齢者の排便
ケアに関する包括的質評
価指標の開発

日本学術
振興会

渡辺　崇夫 医学系研究科PKR代謝制御に着目した
NASH関連肝細胞癌の発
症・進展機序解明と創薬
応用

日本学術
振興会

松浦　文三 医学系研究科
消化管ホルモン受容体活
性化機構と相互連関

日本学術
振興会

萬家　俊博 医学系研究科静脈麻酔薬プロポフォー
ルによるT細胞代謝変化
が腫瘍免疫応答に与える
影響

日本学術
振興会

阿部　尚紀 医学部附属病院脳梗塞・脳出血後の血液
中monocyteの変化と重症
度の関係

日本学術
振興会

石崎　淳 医学部附属病院血管炎症候群の新規活動
性バイオマーカーの実用
化に向けた検証と新規治
療標的の探索

日本学術
振興会

名部　彰悟 医学系研究科グルタミン代謝抑制による
CD8+ T細胞の抗腫瘍活
性増強法のヒトへの応用

日本学術
振興会

谷本　一史 医学部附属病院キメラ型抗原受容体遺伝
子導入Tリンパ球による原
発性骨髄線維症に対する
細胞免疫療法

日本学術
振興会

日野　和典 医学系研究科前十字靭帯再建型人工膝
関節の開発：機能解析と
最適化

日本学術
振興会

谷川　和史 医学部附属病院新規大腸癌予後規定因子
SNX9による大腸癌発症進
行機構の解明

日本学術
振興会

惠木　浩之 医学部附属病院没入型内視鏡画像処理機
能と力学提示を応用した
安全な内視鏡外科手術シ
ステムの開発

日本学術
振興会

河邉　憲太郎 医学部附属病院思春期におけるインター
ネット依存の病態解明と予
防マニュアルの開発

日本学術
振興会



1,430,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委

1,820,000 補 ○

委

780,000 補 ○

委

2,860,000 補 ○

委

1,950,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,950,000 補 ○

委

1,430,000 補 ○

委

1,690,000 補 ○

委

1,170,000 補 ○

委 小計12件

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

高井　昭洋 医学部附属病院安全かつ迅速で正確な腹
腔鏡手術のための革新的
上方照明システムの有用
性の検証

高田　泰次 医学系研究科カダバーサージカルトレー
ニングにおける消化器外
科手術に適した灌流固定
法の開発

倉田　美恵血管の炎症と動脈硬化：イ
ンフラマソーム活性化の動
脈硬化への寄与の病理学
的解明

プロテオサイエンスセ
ンター

医学系研究科なんのために眠るのか？：
ミクログリアによる入眠時の
シナプス貪食からの解明

チョードリ　エマムッ
セレヒン

田中　景子 医学系研究科中高齢者の歯周病のリス
ク要因を解明し、全身疾
患を予防する：前向きコー
ホート研究

日本学術
振興会

木村　善行 医学部伝統薬物成分、合成成分
の発癌と癌増殖に及ぼす
免疫機能活性化・制御と
環境制御作用

日本学術
振興会

國枝　武治 医学系研究科クラスタリング手法による
MRI画像解析ー聴神経鞘
腫の病態解明と先制医療
の実現ー

日本学術
振興会

白石　敦 医学系研究科レックリングハウゼン病遺
伝子Nf1を応用した角膜実
質透明治癒に向けた治療
戦略確立

日本学術
振興会

江口　峰斉 医学部附属病院前白血病幹細胞を標的と
した小児白血病の発症予
防の試み

日本学術
振興会

吉田　美由紀 医学系研究科在宅緩和ケアコーディ
ネーターの活動上の困難
とそれを乗り越えるに至っ
た要因

日本学術
振興会

西嶋　真理子 医学系研究科ペアレント・メンター等の地
域資源と連携した発達障
害児の家族支援プログラ
ムの開発

日本学術
振興会

田中　久美子 医学系研究科在宅要介護高齢者のアセ
スメントに基づいた在宅排
尿ケアプログラムの構築

日本学術
振興会
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日本医療
研究開発

機構

日本医療
研究開発

機構

日本医療
研究開発

機構

日本学術
振興会

日本学術
振興会

高田　清式 医学部附属病院ブロック拠点病院のない自
治体における中核拠点病
院の機能評価と体制整備
のための研究

厚生労働
省

寺尾　奈歩子 医学系研究科糖尿病合併がん患者の糖
尿病療養と化学療法の副
作用の自己管理支援プロ
グラム開発

日本学術
振興会

城賀本　晶子 医学系研究科更年期女性の不定愁訴及
び行動特性の客観的評価
とヘルスリテラシーとの関
連

沢田　雄一郎 医学部附属病院ビックデータ解析に基く前
立腺癌の骨転移分子メカ
ニズム解明と新規治療/予
防法の探索

檜垣　高史 医学系研究科

上野　修一 医学系研究科

小児慢性特定疾病児童等
自立支援事業の発展に資
する研究

精神科医療機関における
新型コロナウイルス感染症
に対する感染対策の現状
と課題把握、及び今後の
方策に向けた研究

日浅　陽一 医学系研究科核酸アナログ離脱を目的
とするB型肝炎ウィルスに
対する免疫治療法の開発

加藤　英政 医学系研究科高分化能を保有する新型
ヒトiPS細胞T-iPS細胞の有
用性実証研究

羽藤　直人 医学系研究科高齢中高度難聴者の
QOLを改善する革新的骨
導補聴デバイスの開発

金川　基 医学系研究科福山型筋ジストロフィーお
よび類縁の糖鎖異常型筋
ジストロフィーに対する糖
鎖補充療法の開発

金川　基 医学系研究科機械受容応答を支える
膜・糖鎖環境の解明と筋
疾患治療への展開

日本医療
研究開発

機構

越智　俊元 医学系研究科腫瘍微小環境を標的とし
て革新的キメラ抗原受容
体T細胞療法の検証

日本医療
研究開発

機構

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は
委託元を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを
記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。
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出版年月等

Kuwabara N,
Imae R, Manya
H, et al.

医化学・細胞生物学

Crystal structures of fukutin-related protein
(FKRP), a ribitol-phosphate transferase related
to muscular dystrophy.

Nat Commun. 2020 Jan
16;11(1):303. doi:
10.1038/s41467-019-14220-z.
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Kobayashi K, et
al.

Morioka S,
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Galectin 3-binding protein suppresses
amyloid-beta production by modulating beta-
cleavage of amyloid precursor protein.

Congenital hearing impairment associated with
peripheral cochlear nerve dysmyelination in
glycosylation-deficient muscular dystrophy

Furukawa JI,
Hanamatsu H,
Nishikaze T,et al.

Min LJ, Iwanami
J, Shudou M,et
al.

Watanabe R,
Maekawa M,
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Toshihiro
Jogamoto, Ryo
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Mohammed E.
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分子細胞生理学

分子細胞生理学

分子細胞生理学

Lactone-Driven Ester-to-Amide Derivatization
for Sialic Acid Linkage-Specific Alkylamidation.

Deterioration of cognitive function after
transient cerebral ischemia with amyloid-
infusion-possible amelioration of cognitive
function by AT2 receptor activation.

SPOP is essential for DNA-protein cross-link
repair in prostate cancer cells: SPOP-
dependent removal of topoisomerase 2A from
the topoisomerase 2A-DNA cleavage complex.

Development of Human CBF1-Targeting
Single-Stranded DNA Aptamers with
Antiangiogenic Activity In Vitro.

Roles of Pyk2 in signal transduction after
gonadotropin-releasing hormone receptor
stimulation.

ANKFY1 is essential for retinal endothelial cell
proliferation and migration via
VEGFR2/Akt/eNOS pathway

Teadenol A in microbial fermented tea acts as
a novel ligand on GPR120 to increase GLP-1
secretion.

Protective Effect of Ferulic Acid against
Hydrogen Peroxide Induced Apoptosis in PC12
Cells.

Activated microglia-derived macrophage-like
cells exacerbate brain edema after ischemic
stroke correlate with astrocytic expression of
aquaporin-4 and interleukin-1a release

Lister hooded rats as a novel animal model of
attention-deficit/hyperactivity disorder

Phagocytic elimination of synapses by
microglia during sleep

J Biol Chem. 2020 Mar
13;295(11):3678-3691. doi:
10.1074/jbc.RA119.008703.

PLoS Genet. 2020 May
26;16(5):e1008826. doi:
10.1371/journal.pgen.1008826.

Anal Chem. 2020 Nov
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J Neuroinflammation. 2020 Apr
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Biochem Biophys Res Commun.
533:1406-1412. doi:
10.1016/j.bbrc.2020.10.032.

Food Funct. 11:10534-10541.
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doi: 10.3390/molecules26010090.
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Neurochem Int 141 (2020)
104857 DOI:
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A Novel Negative Regulatory Mechanism of
Smurf2 in Bmp/Smad Signaling in Bone

Complement profile in microscopic polyangiitis
and granulomatosis with polyantiitis: analysis
using sera from a nationwide prospective
cohort study.

Transcriptional Coactivator TAZ Negatively
Regulates Tumor Suppressor p53 Activity and
Cellular Senescence

High-quality Fluorescence Imaging of the
Human Acrosyringium Using a Transparency:
Enhancing Technique and an Improved,
Fluorescent Solvatochromic Pyrene Probe

Therapeutic effects of the PKR inhibitor C16
suppressing tumor proliferation and
angiogenesis in hepatocellular carcinoma in
vitro and in vivo

The Iowa ganmbling task on HIV-infected
subjects.

Unmanipulated haploidentical hematopoietic
stem cell transplantation using very low-dose
antithymocyte globulin and methylprednisolone
in adults with relapsed/refractory acute
leukemia.

Nutritional risk index as a risk factor for
breakthrough candidemia in allogeneic
hematopoietic stem cell transplantation.

Bone turnover markers as an aid to monitor
osteoporosis following allogeneic
hematopoietic stem cell transplantation.

Safety of total body irradiation using intensity-
modulated radiation therapy by helical
tomotherapy in allogeneic hematopoietic stem
cell transplantation: a prospective pilot study.

Associated factors of poor treatment
outcomes in patients with giant cell arteritis:
clinical implication of large vessel lesions.

Cytotoxic T lymphocytes regenerated from iPS
cells have therapeutic efficacy in a patient-
derived xenograft solid tumor model.

A human SIRPA knock-in xenograft mouse
model to study human hematopoietic and
cancer stem cells.

Tyrosine kinase inhibitors induce alternative
spliced BCR-ABLIns35bp variant via inhibition
of RNA polymerase II on genomic BCR-ABL.

Favorable effect of cytomegalovirus
reactivation on outcomes in cord blood
transplant and its differences among disease
risk or type.

Geriatric nutritional risk index as a useful
prognostic factor in second allogeneic
hematopoietic stem cell transplantation.

Bone Res. 2020 Nov 23;8(1):41.
doi: 10.1038/s41413-020-
00115-z.

Cells. 2020 Jan 9;9(1). pii:
cells9010171. doi:
10.3390/cells9010171.

Acta Histochem Cytochem. 2020
Dec 25;53(6):131-138. doi:
10.1267/ahc.20-00020. Epub
2020 Nov 21.

Sci Rep. 2020 Mar 20;10(1):5133.
doi: 10.1038/s41598-020-
61579-x.

J Infect Chemother. 26(3): 240-
244

Ann Hematol. 99(1): 147-155

Bone Marrow Transplant. 55(3):
661-664

Arthritis Res Ther. 22(1): 72

iScience. 23(4): 100998

Blood. 135(19): 1661-1672

Cancer Sci. 111(7): 2361-2373

Bio Blood Marrow Transplant.
26(7): 1363-1370

Scand J Rheumatol. 49(4): 301-
311

Ann Hematol. 99(7): 1655-1665

Ann Hematol. 99(8): 1873-1882

J Radiat Res. 61(6): 969-976

Yokoyama, H.,
Takenaka, K.,
Seo, S.,et al.

Fukui, S.,
Ichinose, K.,
Sada, KE.,et al.

Kaito, S., Wada,
A., Adachi, H.,et
al.

Kurosawa, S.,
Doki, N., Senoo,
Y.,et al.

Konishi, T.,
Ogawa, H.,
Najima, Y., et al.

Konishi, T., Doki,
N., Nagata, A.,et
al.

Kaito, S., Sekiya,
N., Najima, Y.,et
al.

Sugihara, T.,
Hasegawa, H.,
Uchida, HA., et
al.

Kashima, S.,
Maeda, T.,
Masuda, K., et al.

Jinnouchi, F.,
Yamauchi, T.,
Yurino, A.,et al.

Yuda, J.,
Odawara, J.,
Minami, M., et al.



31 Original Article

32 Original Article

33 Original Article

34 Original Article

35 Original Article

36 Original Article

37 Original Article

38 Original Article

39 Original Article

40 Original Article

41 Original Article

42 Original Article

43 Original Article

44 Original Article

45 Original Article

46 Original Article 小計16件

BMJ Open Diabetes Res Care.
2020 Feb;8(1). pii: e000984.
doi:10.1136/bmjdrc-2019-
000984.

糖尿病内科学
J Am Med Dir Assoc. 2020 Dec
2:S1525-8610(20)30967-1.

Pediatr Blood & Cancer 67(7):
e28341

糖尿病内科学

糖尿病内科学

精神神経科学

糖尿病内科学

糖尿病内科学

血液・免疫・感染症内科学

小児科学

小児科学

小児科学

小児科学

小児科学

糖尿病内科学

精神神経科学

精神神経科学

小児科学

J Phys Act Health. 2020 Sep
17:1-8.

J Hum Hypertens. 2020
Apr;34(4):271-277. doi:
10.1038/s41371-018-0148-9.

Journal of Atherosclerosis and
Thrombosis. 2020 Jul
1;27(7):669-682.
doi:10.5551/jat.51961.

Acta Neurol Scand. 2020
Feb;141(2):177-182. doi:
10.1111/ane.13186. Epub 2019
Nov 16.

Asian J Psychiatr. 2020
Aug;52:102112. doi:
10.1016/j.ajp.2020.102112. Epub
2020 Apr 19.

Ozaki Y, Yoshino
Y, Yamazaki K,et
al.

Yamazaki K,
Yoshino Y,
Kawabe K,et al.

Miyamoto K,
Funahashi Y,
Yoshino Y, et al.

Goto R,
Tanigawa T,
Maruyama K,et
al.

Higashioka M,
Hirakawa Y,
Kawamura R, et
al.
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Influence of Insulin Resistance on the
Association Between Physical Activity and
Heart Rate Variability: The Toon Health Study.

Associations of snoring frequency with blood
pressure among the lean Japanese population:
The Toon Health Study.

Higashioka M,
Sakata S, Honda
T, et al.

Sakaguchi K,
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Ishimaru S, et al.

Nationwide study of pediatric B-cell precursor
acute lymphoblastic leukemia with
chromosome 8q24/MYC rearrangement in
Japan
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Takata Y,
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al.

Simple and non-invasive screening method for
diabetes based on myoinositol levels in urine
samples collected at home.
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T-cell receptor repertoire of cytomegalovirus-
specific cytotoxic T-cells after allogeneic
stem cell transplantation.

Renal dysfunction can occur in advanced-
stage Duchenne muscular dystrophy

Increased Burden of Ion Channel Gene
Variants Is Related to Distinct Phenotypes in
Pediatric Patients With Left Ventricular
Noncompaction

Season of birth is associated with increased
risk of atopic dermatitis in Japanese infants: A
Retrospective Cohort Study

 Survey of Patients With Spinal Muscular
Atrophy on the Island of Shikoku, Japan
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Ratios of serum eicosapentaenoic acid to
arachidonic acid and docosahexaenoic acid to
arachidonic acid were inversely associated
with serum resistin levels: The Hisayama
Study.

Small dense low-density lipoprotein-
cholesterol and the risk of coronary heart
disease in a Japanese community.

DRD2 methylation to differentiate dementia
with Lewy bodies from Parkinson's disease

ABCA7 Gene Expression and Genetic
Association Study in Schizophrenia

Immunogenicity of Milk Protein-Containing
Hydrophilic Gel Patch for Epicutaneous
Immunotherapy for Milk Allergy.

CTLA4 mRNA expression in blood is lower in
schizophrenia, but not in affective disorders
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 　計　件

(注) 1

2 　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じるこ
と。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するも
のと判断される主なものを記入すること。

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に
資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記
載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月
は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載さ
れたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病
院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっ
ても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、
またはet al.とする。

筆頭著者の
特定機能病院におけ

る所属
題名



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

研究者等の責務等、病院長の責務等、倫理審査委員会、研究の適正な実施等、 
研究の信頼性確保、重篤な有害事象への対応に関する手順、個人情報等、 
研究実施に関する窓口 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

利益相反管理の対象、利益相反委員会、利益相反相談室、自己申告書の提出等の手続き 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年1回 

 ・研修の主な内容 

「倫理審査委員会の必要性と倫理審査委員の役割」 

(注）前年度の実績を記載すること。 
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高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

第一内科 【血液内科】【膠原病・リウマチ内科】【感染症内科】 

第一内科の専門領域は、血液、膠原病・リウマチ、感染症である。カンファレンスやセミナーを

頻回に開催し、内科学会総合内科専門医、血液学会専門医、リウマチ学会専門医、感染症学会専

門医を取得できるように、研修・指導を行っている。また、最近社会的ニーズが非常に高い臨床

腫瘍学会がん薬物療法専門医の育成にも努力している。 

 

第二内科 【循環器内科】【呼吸器内科】【腎臓内科】 

当科に所属する日本内科学会総合内科専門医、日本循環学会専門医、日本呼吸器学会専門医、 

日本腎臓専門医、日本老年病専門医、日本臨床遺伝専門医、日本アレルギー学会専門医、日本不 

整脈学会専門医、日本高血圧学会専門医が血管機能解析、腎生検、血液浄化療法、肺癌化学療法 

、経気管支鏡的肺生検・吸引針生検、冠動脈形成術、心臓再同期療法、心筋焼灼療法等の高度医 

療を指導し、専門医の育成を行った。 

 

第三内科 【消化器内科】【肝臓内科】【内分泌代謝内科】 

この領域は、第三内科が研修を担当する。消化器病として消化管・肝・胆・膵領域、甲状腺・副

腎皮質などの内分泌領域、糖尿病をはじめとする糖代謝、脂質代謝、尿酸代謝、金属代謝などの

代謝領域、および栄養学の研修を指導した。研修では各々の領域の患者に対して先端的な診療、

検査に触れるとともに、カンファレンスを通して理解を深め、目標を持ち自律的意欲的に研修、

習得する医師の養成を目指している。当科のスタッフは日本内科学会指導医、日本消化器病学会

指導医、日本肝臓学会指導医、日本超音波学会指導医、日本消化器内視鏡学会指導医、日本糖尿

病学会指導医、日本内分泌学会指導医。日本アレルギー学会指導医、日本病態栄養学会専門医、

ＮＳＴ稼働施設責任者等の各種指導資格を有しており、各領域の専門研修による専門医の育成と

ともに、内科を幅広く柔軟に診療できる内科医の育成を目指して研修・指導を行っている。 

 

脳神経内科【老年・神経内科】 

神経内科、老年病、脳卒中、認知症などの専門医が、神経疾患、脳卒中や認知症の診療を教育し

た。入院診療では、免疫性神経疾患や変性疾患などを主体として、神経学的診察、末梢神経・中

枢神経の電気生理検査、針筋電図や超音波検査(頸部血管、経頭蓋、経食道)などの専門手技の研

修を行った。また、認知症診療では、愛媛県認知症疾患医療センターやもの忘れ外来診療を中心

に、薬物治療や介護保険の利用法、その他の社会支援制度利用や生活指導の方法などの教育を行

った。 

 

糖尿病内科・臨床検査医学【糖尿病内科】 

 糖尿病専門医・指導医、内科専門医・指導医による専門的かつ総合的な研修を実施した。 

具体的には、１型糖尿病の診断・管理、急性代謝異常の診断・管理、２型糖尿病の診断・管理、

その他特定の型（２次性）糖尿病の診断・管理、糖尿病合併妊娠及び妊娠糖尿病の診断・管理、

周術期の血糖管理、持続皮下インスリン注入療法（CSII）を用いた血糖管理、持続血糖測定（CG

M)を用いた血糖管理、ならびに糖尿病合併症の診断・治療・管理・予防教育を行った。 

 

臨床薬理神経内科【薬物療法・神経内科】 

脳神経疾患の診断・治療・教育研修とともに、特に難治性神経疾患の治療薬の研究・開発・研修

を行った。また、臨床研究に必要な手法の研究開発と基盤整備、および法務上必要な研修、指導

を行った。研修後に総合内科専門医、神経内科専門医、認知症専門医、頭痛専門医、臨床薬理専

門医を取得している。 

 



 

【精神科】 

 大学病院及び関連病院にて研修を行っている。後期研修以降は、それぞれのサブスペシャリテ

ィを決定し、その分野で研鑽をつみ、精神科医としての技能や知識を習得する。また、下記の項

目にも重点をおく。 

 1. 児童思春期、青年期、老年期のそれぞれの年代の症例、また器質性、機能性、反応性の各

精神障害の症例すべての臨床経験を獲得するよう主治医としてかかわる。 

 2. 臨床研究として、学会発表を行う。 

 3. 国内・国際学会、教室内外の勉強会に参加する。 

 4. クロザピン投与、修正型電気けいれん療法、光トポグラフィーなど極めて専門性の高い検

査・治療に携わる。 

 また、臨床経験5年後には、精神保健指定医を取得し、日本精神神経学会専門医の獲得ができる

よう環境を整えている。 

 

【小児科】 

後期研修1年目より専門医の取得を目指し小児の各分野の高度医療を実践する。特に新生児の管理

・治療、小児がんの造血細胞移植などの高度医療、循環器疾患のインターベンション治療を含め

た高度医療、難治性神経疾患の治療、遺伝性疾患の遺伝カウンセリングなどの他、感染症、内分

泌・代謝、アレルギー、腎、膠原病などの幅広い小児科の分野の研修を行っている。また研修期

間中は予防接種、健診などの予防医療についても研修を行っている。 

 

消化器腫瘍外科 【消化器腫瘍外科】 

消化器（主に消化管）癌に対する外科的治療（開腹、内視鏡、ロボット支援手術）を系統的に学

び、更に化学療法、放射線治療などの集学的治療による治療戦略を学ぶことができる臨床研修を

行う。外科専門医のみならず内視鏡外科技術認定医を目指した高度な手術技術を指導する。ドラ

イラボ、アニマルラボ、シミュレータ、カダバーによる習熟度に応じた手術指導も定期的に開催

し、スキルアップを図る体制を用意している。 

 

肝胆膵・移植外科【肝臓外科】【胆のう外科】【膵臓外科】【乳腺外科】【移植外科】 

 肝臓、胆のう、膵臓疾患について、画像診断から治療方針の決定、外科治療など消化器外科専

門医並びに消化器病専門医及び肝胆膵外科高度専門医を取得できるように、研修、指導を行った

。 

心臓血管・呼吸器外科 【心臓血管外科】【呼吸器外科】 

１ 心臓血管外科におきましては、外科専門医、心臓血管外科専門医の資格の取得に必要な、経験

、技術、知識、人間性を習得することを目標としています。将来、専門医として社会貢献できる

医師を目指す研修を行った。 

２ 呼吸器外科におきましては、外科専門医、呼吸器外科専門医の取得が可能です。呼吸器外科疾

患の適切な診断能力と治療方針はもちろん、呼吸器センターの一員として、あらゆる状況におい

て応用可能な能力を身につける研修を行った。 

 

【脳神経外科】 

日本脳神経外科学会研修プログラムに則って、研修指導医の下で、脳神経外科の診断と治療に必

要な知識と基本的技術を習得させるため、基本診療科の一つとして、愛媛大学と関連連携施設で

研修をすすめる。当施設では脳卒中センター、脊椎センター、手術手技研修センターにおいて、

脳卒中の急性期治療（脳血管内治療を含む）、脊椎・脊髄疾患の診療、手術に必要な微小解剖の

トレーニングを中心としている。脳腫瘍・脳血管疾患、脊椎。脊髄の主要な疾患の他に、小児脳

神経外科、機能神経外科、感染症などの田崎な疾患群全てを研修可能である。それによって、脳

神経外科専門医取得にあたっての、十分な臨床経験を積める環境が整っている。 

 

 



【整形外科】 

運動器疾患全般に関して、科学的知識と高い社会的倫理観を備えた医師を養成すべく、進歩する

医学知識と最新の医療技術を研鑚させた。特に以下の3点に重点を置いた教育を行った。 

１， 高齢者のQOLを支える医療 

２， エビデンスに基づく幅広い治療方針 

３， 水準の高い治療で早期の社会復帰をサポート 

さらに、整形外科専門医習得に必要な臨床症例の経験と論文作成・学術発表の指導も行った。 

 

皮膚科、形成外科 【皮膚科】【形成外科】 

皮膚科学会、形成外科学会の研修施設認定を受けている。 

皮膚科では湿疹や感染症などの日常的疾患から、皮膚がん、自己免疫性疾患、重症薬疹、先天性

疾患などの希少疾患までを対象とした総括的かつ専門性の高い研修を行っている。必要研修期間

終了時には専門医の取得が可能である。 

形成外科では小児の先天性疾患からマイクロサージャリーによる再建手術まで、広範囲かつ高度

な専門的な技術を習得できる研修を行っている。いずれも必要研修期間終了時には専門医の取得

が可能であり、その後さらに皮膚腫瘍外科専門医、レーザー専門医、頭蓋顎顔面外科専門医など

の取得も可能である。 

 

【泌尿器科】 

副腎、尿路、男性生殖器の診断、治療に関する研修を行います。効率的に泌尿器科医としての研

修を受け、10年間の研修を修了すれば、泌尿器科医として独り立ちできるように県下基幹病院と

協力して独自の研修システムを整備しています。その中で当科では、腎や副腎、膀胱などの鏡視

下手術、ロポットを用いた前立腺手術、各種開腹手術、尿路結石や膀胱癌に対しての内視鏡的手

術、婦人科泌尿器科手術、慢性腎不全に導入から腎移植までの研修を行っています。また、尿路

上皮癌や前立腺癌に対する抗癌化学療法や放射線治療なども、全国的にもリーダー的存在で、専

門性の高い研修を行っています。 

 

【眼科】 

日本眼科学会の研修プログラム基幹研修施設として眼科指導医のもとで、眼科学の進歩に応じて

、眼科医の知識と医療技術を高め、すぐれた眼科医を養成するための指導を行った。研修プログ

ラムでは、外来患者および年間1000例以上の手術症例を中心に、眼科一般の診断と治療に必要な

知識と基本的技術を取得させる内容となっている。また、高度な医療技術、特に難易度の高い手

術のための知識やその実行には、頭頸部のより高度な解剖学的知識が要求されるため、御遺体を

用いて以下の涙道手術手技研修を行っている。 

 

【耳鼻咽喉科】 

 日本耳鼻咽喉科学会の研修施設認定を受けており、耳鼻咽喉科学ならびにその関連領域におけ 

る医学の進歩に応じて、耳鼻咽喉科医の知識と医療技術を高め、すぐれた耳鼻咽喉科医の養成を 

図った。研修プログラムには、耳、鼻・副鼻腔、口腔咽喉頭、頭頸部の各領域における十分な専

門性を有する指導医をおき、年間500例以上の手術症例を中心に研修を行った。人工内耳などの最

先端耳鼻咽喉科医療の指導体制も充実している。 

 

放射線科 【放射線診断分野】【放射線治療分野】 

1. 診断専門医は、画像診断（X線、CT、MRI、超音波等）、核医学、インターベンションラジオロ

ジー(IVR)の専門的知識と診療技術を習得し、この知識と技術に基づいた検査の選択・指示・実施

・管理等が出来るようにする。 

2. 放射線治療専門医は、悪性腫瘍および一部の良性疾患に関して、放射線治療の効果、照射術式

とその計画、有害事象、治療前中後の管理などについての専門知識と診療技術を駆使した適正な

放射線治療が行えるようにする。 

 



産婦人科 【周産期医学分野】【婦人科腫瘍分野】【女性医学分野】【生殖医療分野】 

 日本産科婦人科学会専門医指導医のもと、上記4領域において患者を担当する医療者チームの一

員として診断・治療に携わる。4領域に関する研修ガイドラインに基づいて臨床に必要な基本知識

・産婦人科疾患に対する検査・診断・治療を以下の項目を目標に修得する。 

１．周産期医学分野：母体合併症妊娠における母児の問題点および管理法、超音波検査を用いた

胎児の推定体重や血流測定を含めた胎児の元気度の評価や構造異常の評価に関して修得する。分

娩管理については、分娩進行の評価につき研修し、分娩介助および帝王切開の適応・手技につい

ても修得する。 

２．婦人科腫瘍分野：婦人科疾患における超音波検査・CT検査・MRIなどの画像診断を用いた診断

学の修得を行う。内診による腫瘍の進展度の評価やコルポスコピーによる子宮頸部病変の評価に

ついて研修する。開腹術・腹腔鏡下の婦人科手術手技を理解し、基本的手技および周術期管理の

実際について修得する。 

３．女性医学分野：女性の内分泌疾患に対する診断・管理やホルモン補充療法、更年期障害に対

するアプローチについて研修する。 

４．生殖医療分野：不妊症の検査・診断および生殖補助技術*以外の排卵誘発法やタイミング法な

どの基本的な治療について研修する。(*:生殖補助技術については、他施設において研修する。) 

 

【麻酔科蘇生科】 

 臨床の現場において，手術における全身麻酔や区域麻酔，集中治療管理，痛みの治療の研修指

導を行い，さらに下記の研修を通して，より高度な医療技術を身につけるよう指導した． 

 １．高機能シミュレータを用いた全身麻酔手技の習得 

 ２．危機的状況を想定したシナリオトレーニング 

 ３．緩和ケア医療の研修 

 

リハビリテーション部 【リハビリテーション科】 

日本リハビリテーション医学会専門医の指導の下、以下の項目を目標とした教育プログラムを行

った。 

１）診断学：リハビリテーションを行う上で必要な、各種画像検査・電気生理学的検査・病理診

断・超音波検査などを、評価・施行できる。運動障害や高次脳機能障害だけでなく、嚥下障害、

心肺機能障害、排泄障害の評価といった、関連領域も評価ができる。 

２）治療：全身状態の管理ができる。障害評価に基づく治療計画が立てられる。各種リハビリテ

ーション（理学療法・作業療法など）に加え、義肢装具の処方・ブロック療法・薬物治療・生活

指導などができる。 

 

【救急科】 

専攻医には、以下の 3つの学習方法で専門研修を行います。  

1 臨床現場での学習 ：経験豊富な指導医が中心となり救急科専門医や他領域の専門医とも協働

して、専攻医に広く臨床現場での学習を提供します。 

 

 1) 救急診療や手術での実地修練(on-the-job training) 

2) 診療科におけるカンファレンスおよび関連診療科との合同カンファレンス 

3) 抄読会・勉強会への参加 

4) 臨床現場でのシミュレーションシステムを利用した、知識・技能の習得  

 

2 臨床現場を離れた学習 ：国内外の標準的治療および先進的・研究的治療を学習するために、

救急医学に関連する学術集会、セミナー、講演会および JATEC、JPTEC、ICLSコースなどの off-

the-job training course に積極的に参加します。救命処置法の習得のみならず、インストラク

ターコースへ参加できるように配慮し、その指導法を学びます。また、研修施設もしくは日本救

急医学会等が開催する認定された法制・倫理・安全に関する講習にそれぞれ少なくとも1回は参加

します。  



3 自己学習 専門研修期間中の疾患や病態の経験値の不足を補うために、日本救急医学会等が準

備する「救急診療指針」、e-Learning などを活用した学習を病院内や自宅で利用できる機会を提

供します。  研修プログラムの実際と特徴  本研修プログラムは、各専攻医の希望を考慮し、

個々の基本モジュールの内容を吟味した上で、基幹施設・連携施設のいずれの施設からの開始に

対しても対応できるように設計された研修コースです。本研修プログラムによる救急科専門医取

得後には、集中治療、外傷、熱傷などの救急科関連領域の医療技術向上および専門医取得を目指

す臨床研修や、リサーチマインドの醸成および医学博士号取得を目指す研究活動を選択すること

が可能です。プログラム期間中に当大学病院等で研修を行いながら愛媛大学大学院医学系研究科

への社会人大学院進学を認めています。また本研修プログラム管理委員会は、基幹研修施設であ

る愛媛大学医学部附属病院総合臨床研修センターと協力し、大学卒業後 2 年以内の初期研修医の

希望に応じて、将来、救急科を目指すための救急医療に重点を置いた初期研修プログラム作成に

もかかわっています。  

 

歯科口腔外科・矯正歯科【歯科口腔外科】 

 外来における初診患者の問診、初診診察、診断、治療の口腔外科疾患一連の流れ、および手術

手技難易度分類の中等度までにおける外来外科処置の執刀および術後のfollowを行った。 

 また、病棟においては入院から退院までの口腔癌、顎変形症、炎症、外傷、嚢胞性疾患患者等

の患者管理および中等度相当までの執刀を指導医の元、経験した。臨床外に関しては、口腔外科

関連論文の抄読会を担当し、学術的理解にも励んだ。 

 

病理診断科・病理部【病理科】 

 病理専門医は、病理学総論と諸臓器の疾患に関する病理学的知見に基づいて、医療の根幹であ

る病理診断（病理解剖、手術・生検標本診断、細胞診）を行い、臨床医との相互討論を通じて医

療の質を担保し、高度先進医療、地域医療の推進に寄与する。本院では、「患者に学び患者に還

元する医療」の姿勢で、医療倫理、医療安全を実施し、社会的ニーズに応じた病理専門医を育成

する。病理専門研修では、日本病理学会の「専門研修手帳」に記された基準を満たすよう、知識

・技能・態度の指導を行う。病理解剖については、視聴覚教材とマンツーマン指導による手技の

修得・肉眼所見と病理組織標本検鏡・診断書作成、全例CPCを行う。手術・生検標本の診断と細胞

診断は、業務マニュアルによる切り出し手技や報告書作成の標準化と、指導医によるマンツーマ

ン指導・全例検閲を行う。臨床科との症例検討会での発表討論を日常的に行い、愛媛県病理研究

会、中四国支部会、日本病理学会総会での症例報告を指導する。基礎の病理学講座との連携のも

とに、分子病理学的研究手法の研鑽を奨励する。病理診断学の修練のみならず、専門医取得後の

キャリア形成に留意し、後進の指導にあたる人材育成を目指す。 

 

睡眠医療センター 【睡眠医療】 

 睡眠障害の診断・治療について，専門的研修を実施する．日本睡眠学会認定医療機関であり，

年間200例以上の終夜睡眠ポリグラフィ実施を基盤とした睡眠障害の生理学的診断法，ならびに睡

眠覚醒メカニズムに即した治療手法について，学会認定医が研修を担当する．国際学会での発表

，論文指導も行う． 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         １５４人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

 

 



3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

竹中 克斗 第一内科 教授 ３０年  
山之内 純 輸血・細胞治療部 准教授 ２６年 血液 
薬師神 芳洋 腫瘍センター 教授 ３３年 腫瘍内科 
池田 俊太郎 循環器内科 教授 ２９年   

山口 修 呼吸器内科 教授 ２６年 
循環器・呼吸器･高血

圧内科学 
日浅 陽一 第三内科 教授 ３１年 消化器・内分泌・代謝

内科学 
大八木 保政 脳神経内科 教授 ３６年 神経内科・老年病 

大澤 春彦 
糖尿病内科・臨床

検査医学 
教授 ３３年   

永井 将弘 
臨床薬理神経内

科 
特任教授 ３３年   

上野 修一  精神科   教授 ３６年   
江口 真理子 小児科 教授 ３０年   
檜垣 高史 地域小児・周産期 教授 ３３年   
田内 久道 感染制御部 准教授 ３１年   
渡部 祐司 消化管腫瘍外科       教授 ３８年   

髙田 泰次 
肝臓・胆のう・膵

臓・移植外科 
教授 ３８年 

消化器外科、肝胆膵・

移植外科 
泉谷 裕則 心臓血管・呼吸器

外科 
教授 ３３年 心臓血管外科 

佐野 由文 心臓血管・呼吸器

外科 
准教授 ３６年 呼吸器外科 

國枝 武治 脳神経外科 教授 ２８年 脳神経外科 
三浦 裕正 整形外科 教授 ３８年   
佐山 浩二 皮膚科・形成外科 教授 ３７年   
雑賀 隆史 泌尿器科 教授 ３４年   
白石 敦 眼科 教授 ３５年   
羽藤 直人 耳鼻咽喉科 教授 ３２年 耳鼻咽喉科 
城戸 輝仁 放射線科 教授 ２２年 放射線診断分野 
倉田 聖 放射線科 准教授 ２５年 放射線治療分野 
杉山 隆 産婦人科 教授 ３４年 周産期・女性医学分野 
松原 圭一 産婦人科 教授 ３４年 周産期医学分野 
藤岡 徹 産婦人科 准教授 ３０年 婦人科腫瘍分野 
萬家 俊博 麻酔科蘇生科 教授 ３７年   
佐藤 格夫 救急科 教授 ２６年   

中城 公一 
歯科口腔外科・矯

正歯科 
准教授 ２８年   

北澤 理子 
病理診断科・病理

部 
特任教授 ２７年  



岡 靖哲 
睡眠医療センタ

ー 
准教授 ２８年 睡眠医療 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容：「新規採用者研修（医師・看護師・メディカルスタッフ・事務職員）」 

・研修の期間・実施回数：2020年4月20日（DVD回覧） 

・研修の参加人数：医師：62名、看護師：77名、メディカルスタッフ：22名、事務職員：26名 

 

・研修の主な内容：「新人看護職員研修（薬剤管理）」 

・研修の期間・実施回数：2020年4月6日 

・研修の参加人数：36名 

 

・研修の主な内容：「新人看護職員研修（薬剤管理）」 

・研修の期間・実施回数：2020年4月7日 

・研修の参加人数：37名 

 

・研修の主な内容：「PET研修セミナー」 

 ・研修の期間・実施回数：2020年6月 1回 

 ・研修の参加人数：1名 

 

 ・研修の主な内容：「核酸増幅検査（PCR等）基礎学科研修」 

 ・研修の期間・実施回数：2020年6月17日 1回 

 ・研修の参加人数：1人 

 

・研修の主な内容：「ISO15189の基礎知識」（検査部新人対象） 



 ・研修の期間・実施回数：2020年7月3日 1回 

 ・研修の参加人数：5人 

 

 ・研修の主な内容：「ISO15189 2020年10月からの運用手順（変更点）について」 

 ・研修の期間・実施回数：2020年10月6日 1回 

 ・研修の参加人数：40人 

 

・研修の主な内容：「愛媛県臨床検査技師会 新型コロナウイルス関連講習会」 

 ・研修の期間・実施回数：2020年11月29日 1回 

 ・研修の参加人数：2人 

 

 ・研修の主な内容：「臨床検査に対するタスクシフティング業務啓発事業」 

 ・研修の期間・実施回数：2021年1月30日、1月31日、2月6日 3回 

 ・研修の参加人数：4人 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容：「診療用放射線の安全利用のための研修」 

 ・研修の期間・実施回数：2020年5月 1回 

 ・研修の参加人数：1名 

 

・研修の主な内容：「第9回JBMP放射線治療品質管理・医学物理講習会」 

 ・研修の期間・実施回数：2020年11月 1回 

 ・研修の参加人数：1名 

 



・研修の主な内容：「放射線治療品質管理機構主催講習会」 

 ・研修の期間・実施回数：2021年1月 1回 

 ・研修の参加人数：3名 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容：「HIV感染症出張講義」 

・研修の期間・実施回数：2020年7月10日（南高井訪問看護ステーション） 

・研修の参加人数：10名 

 

・研修の主な内容：「HIV 感染者･エイズ患者の在宅医療･介護実地研修」 

・研修の期間・実施回数：2020年12月14-16日、2021年1月25-27日、2021年2月15-17日 

・研修の参加人数：6名（2名×3） 

 

・研修の主な内容：「第14回中国四国ICMTを育てる会」 

 ・研修の期間・実施回数：2021年3月20日～26日（オンデマンド配信） 1回 

 ・研修の参加人数：2人（当検査部からの参加人数） 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 杉山 隆 

  管理担当者氏名 医療情報部長   木村 映善 
看護部長     久保 幸 
薬剤部長     田中 守 
放射線部長    城戸 輝仁 
ME機器センター長 泉谷 裕則 
総務課長     上甲 功治 
医事課長     仙波 文彦 
人事労務課長   久保 秀二 
研究協力課長   猪野 周宜 
医療サービス課長 松尾 一恵 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 カルテは医療情報部で
一括管理（主に電子カル
テ，古いモノは一部紙カ
ルテ） 

 
1患者1カルテ 
病院外への持ち出しは
例外を除き原則禁止。禁
止にも関わらず持ち出
したい場合は，申請し，
審査を受けることとな
っている。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 手術部 
看護記録 病棟 
検査所見記録 医療情報部 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 医療情報部 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医療情報部 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事労務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

研究協力課 

高度の医療の研修の実績 人事労務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課，薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療サービス課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療サービス課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療サービス課 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療サービス課 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療サービス課 
 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療サービス課 
 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療サービス課 
 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療サービス課 
 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

ＭＥ機器センター 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

ＭＥ機器センター 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

ＭＥ機器センター 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

 
ＭＥ機器センター 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理部 
総務課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 
総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 
総務課 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療情報部 
総務課 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部 
総務課 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療サービス課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療サービス課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療サービス課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療サービス課 
 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全管理部 
総合診療サポートセ
ンター 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医療サービス課 
医事課 
人事労務課 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              運営部長 齋藤 英雄 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務課長 上甲 功治 

 閲覧の求めに応じる場所              総務課 

 閲覧の手続の概要 

 

閲覧請求者は、国立大学法人愛媛大学情報公開取扱規程に基づき「法人文書開示請求」を提出

し、承認の決定後、「開示の実施方法の申出書」に基づき閲覧する。 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        ０件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        ０件 

  歯  科  医  師    延        ０件 
      国    延        ０件 
  地 方 公 共 団 体    延        ０件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

1.患者中心の医療の実践 
   2.チーム医療の実践 
   3.医療安全に関する組織的取組 
   4.インシデントの報告と情報の共有 
   5.機能する医療事故防止対策 
   6.適切な医療事故への対応 
   7.患者相談の実施，指針等の閲覧 
   8.医療安全管理教育・研修，啓発 
   9.医療安全管理マニュアルの作成・更新 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年１２回 
・ 活動の主な内容： 

1.医療に係る安全管理のための指針の策定及び変更に関すること 
  2.医療事故防止対策の検討及び研究に関すること 
  3.インシデントの分析及び再発防止策の検討に関すること 
  4.医療事故調査制度に対応する死亡原因判定に関すること 
  5.医療事故防止のための啓発，教育及び研修に関すること 

6.医療事故に対する対応策の策定に関すること 
7.患者及び家族等の被害者への対応に関すること 
8.関係公的機関への報告に関すること 
9.報道に関すること 
10.その他，医療安全管理及び医療事故対策に関すること 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年４回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
  第1回：当院の医療安全管理体制について、安全な医薬品の取り扱い 
     （令和2年5月21日～DVD回覧） 
  第2回：裁判事例からみた診療情報 
     （令和2年7月28日開催） 
  第3回：災害拠点病院における医療提供について 
     （令和2年10月16日開催） 
  第4回：診療用放射線の安全利用のための研修 
     （令和3年1月4日～e-learning） 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

1.医療安全ラウンド：年2回計画的に実施 
    2.インシデント報告後の現場ラウンド，ヒアリング（随時） 
    3.改善事例発表会：年1回医療現場からの公募方式で実施 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

➀院内感染対策に関する基本的な考え方 
   ➁院内感染対策のための委員会その他院内の組織に関する基本的事項 
   ➂院内感染対策のための従業者に対する研修に関する基本方針 
   ➃感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
   ➄院内感染発生時の対応に関する基本指針 
   ➅患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本指針 
   ⑦その他院内感染対策の推進のための基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

➀院内感染の調査，予防対策に関すること 
   ➁院内感染防止の実施，監視及び指導に関する活動 
   ➂院内感染発生時の措置に関すること 
   ➃職員の院内感染の教育に関すること 
   ➄その他院内感染防止に関すること 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年３回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 
  第1回  新型コロナウイルス感染症への対応 

抗菌薬適正使用支援チームについて 
（令和2年8月24日～令和2年8月28日 開催） 

 
  第2回  新型コロナウイルス～今後の対応～ 

ASTのこれから 
（令和2年12月～DVD回覧） 

 
  第3回  COVID-19 ～今、当院で何が起こっているか？～ 
      （令和3年2月～DVD回覧） 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

ICT会議において事例を検討し，問題点の分析を実施している。また，その結果を含めて 
院内感染対策委員会へ報告し，重要な事例については病院運営委員会及び病院連絡協議会 
に報告している。 
研修会においては，参加者アンケートから研修会の要望を調査し，次年度の研修計画の参 
考としている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年１回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

令和2年度第1回医療安全に関する講演会  
「抗がん剤を取り扱う際の注意点」「麻薬の適正使用と事故防止」 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 

医薬品の安全使用のための業務に関する手順書として「医薬品安全管理手順書」を作成（平成1
9年7月1日策定）。令和2年度分と3年度分を併せて現在改訂中である。 

 
  医薬品安全手順書に基づく業務の各部署実施状況の確認は、医療安全管理部と薬剤部が協働して
行う年2回の医療安全ラウンドにおいて行い、業務改善が必要な事項について指導し、改善を図っ
ている。医療安全ラウンドでの各部署における確認結果は、医療安全管理部会議、医療安全管理委
員会、リスクマネジャー会議で報告を行い、院内での情報共有を行っている。さらに、薬剤部で毎
月開催している医薬品安全管理カンファレンスにおいても医療安全報告を行い、薬剤師間での情報
共有を図っている。 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 

門脈血栓症に対する経口Xa阻害薬（エドキサバン）の使用 
妊娠20週未満における妊婦へのニフェジピン錠の使用 
HIV感染妊婦から出生した子に対する母子感染予防のためのジドブジン投与 など 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

●調剤時以外での禁忌該当薬剤の確認体制 
薬剤部薬品情報管理室において、処方薬剤に対して禁忌病名が登録されている入院患者情報を

抽出している。抽出された情報に基づき病棟担当薬剤師が担当医に禁忌該当薬剤に対する疑義照
会を行い、当該薬剤処方継続の可否の確認、必要に応じて処方提案を行っている。また、疑義照
会の結果、既に終了している病名であった場合は病名整理を依頼し、適切に医薬品が使用できる
よう努めている。また、これらの病名に関する禁忌の情報は毎月医事課にも報告しており、医事
課からも病名整理を依頼している。 

    
●医療安全管理委員会への医薬品安全管理報告体制 
医薬品安全管理体制を担っている部門（薬剤部）における医薬品の安全使用に係る業務を医療

安全管理委員会へ報告している。内容は、院内副作用報告件数および医薬品安全性情報報告件数
、院内院外疑義照会件数、プレアボイド報告件数、禁忌該当薬剤の確認数等である。医療安全管
理委員会は医薬品安全管理体制の部門を監査し、必要に応じて意見することとしている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年４６回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

① 新規医療機器導入時 
② 使用方法、保守点検に関して 
③ 有用性や安全性に関して 
④ 不具合等発生時の対応に関して 
⑤ 学会、研修会への出席 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

① 定期点検と日常点検および不良対応点検 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

 
適応外使用 １件 
食道癌術後合併症で生じた難治性の吻合部気管瘻に対して閉鎖栓（ASD閉鎖セット）を使用

して瘻孔閉鎖を行った。 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

医療機器の使用等についてインシデントが発生した場合は、インシデント検討会議、リス
クマネジャー会議にて事例を分析し、改善策等を立案している。また、立案した改善策につ
いては医療安全管理委員会にて報告し承認を得た後、リスクマネジャー会議やME機器センタ
ー発信のインフォメーションにおいて院内に周知している。 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
愛媛大学医学部附属病院副病院長に関する規定 

 第3条3 
  病院長は，医療安全を担当する副病院長を医療法施行規則第9条の20の2第1項第1号に規定する

医療安全管理責任者に指名し，医療安全管理部，医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者
及び医療機器安全管理責任者を統括させる。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ ３名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

薬品情報管理室において医薬品に関する情報（イエローレター、ブルーレター、回収・出荷停止、

適正使用のお願い、医薬品・医療機器等安全性情報、医薬品安全対策情報、PMDA 医療安全情報、日

本医療機能評価機構医療安全情報、添付文書改訂、PMDA からの公知申請情報・適応外情報）を一元

的に収集し、院内メーリングリストや院内イントラネット、電子カルテ掲示板を利用し周知してい

る。また、DI ニュース、プレアボイドニュース、薬事委員会において決定した新規採用・削除薬一

覧表（New Face）を作成し、メーリングリストおよび紙媒体等を用いて院内へ周知している。 

特に重要な情報（イエローレター、ブルーレター、その他薬品情報管理室が重要と判断した内容）

については、上記の周知に加えてデータウェアハウスを用いて抽出した該当薬品使用中の全患者を

対象とした適正使用のモニタリング、処方医に対する電子カルテでの個別メールによる情報提供も

行っている。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

院内において未承認、適応外あるいは禁忌薬（以後、未承認新規医薬品等）を新たに使用する

場合には、未承認新規医薬品等評価部に必要書類を提出する。書類とは①未承認新規医薬品等 申

請・報告書式、②患者向け説明文書、③患者同意書、④患者同意撤回書、⑤未承認新規医薬品等

を使用する根拠となるエビデンス（文献等）、⑥医薬品を用いる場合は当該医薬品の添付文書 

であり、未承認新規医薬品等評価部は申請内容に関して未承認新規医薬品等評価委員会に意見を

求めた上で使用の可否を決定する。なお、承認された未承認新規医薬品等に関しては実施報告書

や適正使用モニタリング等の管理を行う。 

また、薬剤部において薬剤師が調剤時に当該薬品が未承認新規医薬品等に該当すると認識した場



 
 
 

 

合は、担当医へ疑義照会を行い、必要に応じて妥当性の確認や処方提案を行っている。結果に関し

ては診療録へ記録し、必要に応じて医薬品安全管理責任者へ報告している。これらの未承認新規医

薬品等に係る疑義照会情報は薬品情報管理室で収集し、院内の医療安全管理委員会へ報告する体制

をとっている。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：未承認新規医薬品等評価部，職種 薬剤師（副薬剤部長）） 

（所属：薬剤部         ，職種 薬剤師（薬品情報管理室室長）） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容： 

容確認方法：各リスクマネジャーを通して確認 

指導内容：説明内容，説明手順，説明方法，成立要件，説明同意書，診療録への記載，責任者の配

置 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

日々、診療録の量的な監査（入院診療計画書、退院時要約、手術記録、説明同意書、経過記録等

の確認）を中央病歴室（診療情報管理士及び医療事務有資格事務員）にて実施し、記載内容に不備

等がある場合は記載者へ連絡し修正を依頼している。 

また、年２回、診療録の質的な監査（入院診療計画書、退院時要約、手術記録、IC、経過記録等の記

載内容の確認）を医師、看護師、薬剤師、検査技師、放射線技師、診療情報管理士等が実施し、その

結果を診療記録管理委員会にて報告、検討を行っている。そこで議決された診療録記載上注意すべき

点や指導すべき点等を記載医師所属診療科及び院内へ周知している。 



 
 
 

 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（５）名、専任（３）名、兼任（１９）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（２）名、兼任（８）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（３）名、専任（０）名、兼任（６）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

1.報告があったインシデントのモニタリング，分析及び影響レベルの判定に関すること 

2.インシデント審議委員会及びインシデント調査委員会に関すること 

3.インシデントごとの解決策及び再発防止策の企画・立案に関すること 

4.医療安全体制システム及びマニュアルの見直しに関すること 

5.医療安全管理委員会で決定した事項についての周知の確認及びそれに必要な指導に関すること  

6.安全管理に関する教育・研修等の実施に関すること 

7.医療安全管理委員会の資料及び議事録の作成・保存等の運営に関すること 

8.事故等に関する診療録や看護記録等への記載が正確かつ十分になされていることの確認及び必 

要な指導に関すること。 

9.患者や家族への説明など事故発生時の対応状況についての確認及び必要な指導に関すること 

10.事故等の原因究明が適切に実施されていることの確認及び必要な指導に関すること 

11.他の委員会，患者相談窓口等他部門及びリスクマネジャー等との連絡調整に関すること 

12.医療事故防止等に係る情報提供に関すること 

13.その他医療の質の向上及び安全管理に関すること 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（４件）、及び許可件数（４件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ） 



 
 
 

 

・活動の主な内容： 

高難度新規医療技術を用いた医療の適正な提供を図るために、審査を行い、適否等の決定を行

う。また、全ての症例について、提供された医療の安全性、適正性を定期的に評価する。有害事

象発生時及び患者が死亡した場合は、当該診療科から報告を受け、適切な処置や対策を講ずる。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（３５件）、及び許可件数（３４件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

未承認新規医薬品等を用いた医療の適正な提供を図るために、審査を行い、適否等の決定を行

う。また、全ての症例について、提供された医療の安全性、適正性を定期的に評価する。有害事

象発生時及び患者が死亡した場合は、当該診療科から報告を受け、適切な処置や対策を講ずる。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年１３２件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年１２７件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

患者影響レベル 3b以上のインシデントの分析及び再発防止策の検討。死亡事例検討会の結果報告 

確認 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 



 
 
 

 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：香川大学医学部附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：高知大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 令和 2 年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、書面調査となり、高知大学医学部附属病

院からの助言は特になかった。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

総合診療サポートセンターが患者からの相談窓口となっている。個室の面談室 9室，オープンな

相談ブースを 4ヶ所設置し、対応している。中でも医療安全に係る相談については、総合診療サポ

ートセンターのメディエーターが主に対応し、医療サービス課・医療安全管理部が連携できる体制

をとっている。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

 

1.新規採用者へのオリエンテーション 

2.医療安全に関する講演会（4回） 

3.医療安全セミナー（3回） 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

 管理者、医療安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が公益財団法人日本医療機能評価機構

主催の 2020 年度特定機能病院管理者研修（継続・５時間）を受講。 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

 



 
 
 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

 2016 年 10 月に、公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価のうち、主たる機能

種別「一般病院２」及び副機能種別「精神科病院」を受審し、認定を受けた。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 上記受審による審査結果報告書より、改善要望事項の該当は無し、と報告を受けた。審査結果報

告書の内容は、愛媛大学医学部内専用サイトで公表する等院内で共有したうえで、セクション毎に

関係部署へ向けて周知している。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

 審査結果報告書により、評価判定結果が「B」であったセクションに関して、関係部署にて改善策

を検討し、改善状況および計画等を「改善状況報告書」として作成し、取りまとめて院内で共有し

た。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

   ・医師免許を有している者 

   ・医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者 

   ・病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者 

・教育・研究・診療に必要な資質・能力を有している者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

愛媛大学ＨＰに掲載 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

愛媛大学ＨＰに掲載 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

八尋 秀典 愛媛大学 〇 学長が指名する理事 有・無 

山下 政克 愛媛大学大学院医

学系研究科 

 役職指定（医学系研究科長） 有・無 

羽藤 直人 愛媛大学大学院医

学系研究科 

 役職指定（医学専攻長） 有・無 

日浅 陽一 愛媛大学大学院医

学系研究科 

 学長が指名する副病院長 有・無 

久保  幸 愛媛大学医学部附

属病院 

 役職指定（附属病院看護部長） 有・無 

大熊 伸定 弁護士法人松山中

央法律事務所 

 弁護士として、法律について豊富

な知見を有している 

有・無 

管 規行 愛媛県保健福祉部  愛媛県の保健医療に係る責任者

として、地域の医療政策に関する

豊富な経験と高い知識を有して

いる 

有・無 

横山 ぬい 株式会社エス・ピ

ー・シー 

 国立大学法人愛媛大学経営協議

会委員であり、メディア事業を通

有・無 



 
 
 

 
じて、地域活性化について豊富な

経験と高い識見を有している 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

  運営方針、中期計画、予算及び決算その他病院の運営に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

  愛媛大学医学部内職員専用サイトに資料・議事要旨を掲載 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

  愛媛大学ＨＰに掲載 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

杉山 隆  ○ 医師 病院長／周産母子センター長 

雑賀 隆史   医師 副病院長（総務・経営担当）／泌尿器科長 

竹中 克斗  医師 副病院長（診療・教育担当）／第一内科長 

萬家 俊博   医師 
副病院長（医療安全・危機管理担当）／麻酔科蘇生科

長／手術部長／痛みセンター長 

日浅 陽一   医師 
副病院長（地域連携・地域医療再生担当）／総合診療 

サポートセンター長／第三内科長 

久保 幸  看護師 副病院長（患者サービス担当）／看護部長 

大澤 春彦  医師 
副病院長（橋渡し研究推進担当）／糖尿病内科・臨床検

査医学科長／検査部長 

山口 修  医師 第二内科長 

大八木 保政  医師 脳神経内科長 

永井 将弘   医師 

臨床薬理神経内科長／臨床研究支援センター長／ 

臨床研究データセンター長／臨床研究ＣＯＩマネジメント

部長 

川本 龍一  医師 総合診療科長 



 
 
 

 

上野 修一   医師 精神科長 

江口 真理子   医師 小児科長／臨床遺伝医療部長 

渡部 祐司   医師 
消化器腫瘍外科長／高難度新規医療技術評価部長／ 

材料部長／低侵襲・がん治療センター長 

髙田 泰次   医師 
肝臓・胆のう・膵臓・移植外科長／臓器・組織移植センタ

ー長 

泉谷 裕則   医師 心臓血管・呼吸器外科長／ME 機器センター長 

國枝 武治  医師 脳神経外科長 

三浦 裕正   医師 
整形外科長／リハビリテーション部長／人工関節センタ

ー長 

佐山 浩二   医師 皮膚科長 

中岡 啓喜   医師 形成外科長 

白石 敦   医師 眼科長／細胞プロセシングセンター長 

羽藤 直人    医師 耳鼻咽喉科長 

城戸 輝仁   医師 放射線科長／放射線部長 

内田 大亮   歯科医師 歯科口腔外科・矯正歯科長 

佐藤 格夫  医師 救急科長／救急部長 

山之内 純   医師 輸血・細胞治療部長 

高崎 康史   医師 集中治療部長 

北澤 理子   医師 病理部長 

木村 映善  医師 医療情報部長 

池田 宜央   医師 光学医療診療部長 

菊川 忠彦    医師 透析治療部長 

鈴木 純  医師 医療安全管理部長 

渡邉 英昭   医師 脳卒中センター長 

西村 隆   医師 循環器病センター長 

利光 久美子   管理栄養士 栄養部長 

谷本 一史  医師 造血細胞移植センター長 

伊賀瀬 道也   医師 抗加齢・予防医療センター長 

田内 久道   医師 感染制御部長 

薬師神 芳洋   医師 腫瘍センター長／緩和ケアセンター長 



 
 
 

 

徳本 良雄  医師 肝疾患診療相談センター長 

森野 忠夫   医師 脊椎センター長 

宮川 正男   医師 ＰＥＴセンター長 

佐野 由文   医師 呼吸器センター長 

打田 俊司   医師 小児総合医療センター長 

原 祐子   医師 屈折矯正センター長 

亀井 義明   医師 乳腺センター長 

岡 靖哲   医師 睡眠医療センター長 

森 崇明  医師 認知症疾患医療センター長 

本田 弘文   診療放射線技師 放射線治療品質保証室長 

堀内 史枝   医師 子どものこころセンター長 

飛鷹 範明   薬剤師 未承認新規医薬品等評価部長 

竹下 英次  医師 炎症性腸疾患センター長 

檜垣 高史  医師 移行期・成人先天性心疾患センター 

田中 守  薬剤師 薬剤部長／臨床研究クオリティマネジメント部 

大元 謙二   診療放射線技師 診療支援部長 

熊木 天児   医師 総合臨床研修センター長 

今村 健志  医師 先端医療創生センター長 

齋藤 英雄  事務職員 医学部運営部長 

山下 政克   教員 医学系研究科長（医学部長） 

松浦 文三   医師 地域生活習慣病・内分泌講座 教授 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
    愛媛大学ＨＰに掲載 
 
 ・ 規程の主な内容 
    人事権限・予算執行権限 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 
【職名】副病院長（総務・経営担当/診療・教育担当/医療安全・危機管理担当/地域連携・地域 

医療再生担当/患者サービス担当/橋渡し研究推進担当） 
病院長補佐（災害担当） 
 

【役割】病院長の職務を補佐し，病院長から指示された重要な事項を処理する。 
 
 
【職名】（副病院長のうち総務担当） 
 
【役割】病院長が不在又は事故があるときは，その職務を代理する。 
 
 
【職名】（副病院長のうち医療安全担当） 
 
【役割】医療安全管理責任者として医療安全管理部，医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者及

び医療機器安全管理責任者を統括する。 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
厚労省委託事業の特定機能病院管理者研修，国立大学附属病院長会議等企画の病院経営 

次世代リーダー養成塾等，各種研修の受講を促している。 
 

 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

 次の事項について審議する。 

(1)病院の医療安全に係る業務執行状況の監査に関すること。 

(2)安全管理状況及び改善状況に関すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

  愛媛大学ＨＰに掲載 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

管 政治 愛媛県立中央

病院 

○ 医療に係る安全

管理に関する 

識見を有する者 

有・無 １ 

大熊 伸定 弁護士法人松

山中央法律事

務所 

 法律に関する識

見を有する者 

有・無 １ 

河野 和博 愛媛県難病等

患者団体連絡

協議会 

愛媛県腎臓病

患者連絡協議

会 

 医療を受ける者 有・無 ２ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
   監査室を設置し、監事及び会計監査人と連携して監査を実施している。 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
    愛媛大学ＨＰに掲載 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
   国立大学法人法に基づき，役員会・経営協議会を設置し，病院の業務・管理運営及び経営に関

する重要事項を審議・報告している。 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（役員会 R2年度 ２４回、経営協議会 R2年度 ５回） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ） 

（役員会 R2年度 １９回、経営協議会 R2年度 ５回） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

愛媛大学ＨＰに掲載 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 愛媛大学教職員向けポータルサイト内に「相談窓口」のページを設け，様々な事案毎の相談窓口及

び連絡先等を掲載している。その中に，医療安全管理の適正な実施に関する情報提供を受け付ける相

談窓口の設置について掲載しており，加えて，本件について事務連絡メールを全教職員に送付し周知

を図っている。 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

本院の目的・目標，果たすべき役割及び実績等をまとめた冊子「医学部／附属病院概要」を毎

年作成・発行するとともに，電子BOOKとしてオリジナルホームページにも掲載している。 

 また，DPCデータによる病院指標も公表し，当院の特徴や急性期医療の現状を理解していただく

よう情報発信に務めている。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

中央診療施設において、複数診療科等を組み合わせたセンターによる診察を行っている。 

１．周産母子センター（産婦人科、小児科） 

２．小児医療総合センター（小児科、心臓血管・呼吸器外科） 

３．呼吸器センター（第二内科、心臓血管・呼吸器外科） 

４．脊椎センター（整形外科、脳神経外科） 

５．睡眠センター（第二内科、耳鼻咽喉科） 

６．循環器病センター（第二内科、心臓血管・呼吸器外科） 

７．緩和ケアセンター（腫瘍センター、麻酔科蘇生科） 

８．認知症疾患医療センター（精神科、臨床薬理神経内科、脳神経内科） 

９．子どものこころセンター（精神科、小児科）   

１０．炎症性腸疾患（IBD）センター（第三内科、消化器腫瘍外科） 



１１．移行期・成人先天性心疾患センター（小児科、第二内科、心臓血管呼吸器外科） 

など  

 

 

 






